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大お
お
ぬ
ま
ち
ん
ざ
ん

沼
枕
山
（
文
化
十
五
年
〈
一
八
一
八
〉
～
明
治
二
四
年
〈
一
八
九
一
〉）
は
幕
末
・
明
治
初
期

の
江
戸
に
お
い
て
活
躍
し
た
漢
詩
人
で
あ
る
。
枕
山
は
、
幕
府
の
役
人
で
も
あ
り
、
漢
詩
人
で

も
あ
っ
た
大お

お
ぬ
ま
ち
く
け
い

沼
竹
渓
（
宝
暦
十
二
年
〈
一
七
六
二
〉
～
文
政
十
年
〈
一
八
二
七
〉）
の
も
と
に
生
ま

れ
た
。
竹
渓
と
は
早
く
に
死
別
す
る
が
、
菊
池
五
山
ら
、
化
政
期
の
江
戸
の
大
家
の
も
と
で
頭

角
を
現
し
、
二
十
一
歳
の
と
き
に
処
女
詩
集
『
房
山
集
』
を
刊
行
し
て
以
降
、
幕
末
維
新
期
を

代
表
す
る
漢
詩
人
と
し
て
活
躍
し
た
。『
枕ち

ん
ざ
ん
し
し
ょ
う

山
詩
鈔
』
を
は
じ
め
、
多
く
の
詩
集
を
出
版
す
る
と

と
も
に
、
下
谷
三
枚
橋
に
居
を
構
え
、
詩
社
下
谷
吟
社
を
経
営
し
た
。
関
東
一
円
に
多
く
の
弟

子
を
得
、
そ
の
名
声
は
、
維
新
後
も
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
枕
山
ほ
ど
、
近
代
の
文
学
者
か
ら
愛
さ
れ
た
漢
詩
人
も
珍
し
い
。
具
体
的
に
述
べ
る
な

ら
ば
、
ま
ず
、
大
正
・
昭
和
期
に
、
小
説
家
の
永な

が
い
か
ふ
う

井
荷
風
（
明
治
十
二
年〈
一
八
七
九
〉～
昭
和

二
四
年
〈
一
九
五
九
〉）
が
、
枕
山
に
強
い
共
感
を
示
し
、『
下し

た
や
そ
う
わ

谷
叢
話
』１
に
お
い
て
、
そ
の
生
涯

を
取
り
上
げ
、
幕
末
の
喧
噪
の
な
か
で
文
雅
に
遊
ぶ
漢
詩
人
、
あ
る
い
は
維
新
期
の
変
転
の
中

で
伝
統
を
守
る
詩
人
と
し
て
、
印
象
的
に
描
き
出
し
た
。
今
日
で
も
、
こ
の
『
下
谷
叢
話
』
に

描
か
れ
た
風
雅
の
人
と
し
て
の
枕
山
の
姿
に
憧
れ
、
江
戸
漢
詩
の
研
究
を
志
す
者
は
多
い
。

　

ま
た
、
戦
中
に
は
、
漢
学
者
の
木

き
の
し
た
こ
と
ら
（
ひ
ょ
う
）

下
彪
（
号
・
周
南
、
明
治
三
五
年
〈
一
九
〇
二
〉
～
平

成
十
一
年
〈
一
九
九
九
〉）２
が
、『
明め

い

じ

し

わ

治
詩
話
』
に
お
い
て
、
枕
山
の
「
東と

う
け
い
し

京
詞
」
（
明
治
二
年

〈
一
八
六
九
〉
刊
）
を
高
く
評
価
し
た
。「
東
京
詞
」
は
、
七
絶
三
十
首
の
連
作
詩
で
あ
り
、
詩

に
挿
画
が
配
さ
れ
、
画
帖
仕
立
て
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。
詩
は
、
開
化
期
の
東
京
の
様
子
を
巧

み
に
描
き
出
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
明
治
新
政
府
の
高
位
の
人
物
を
諷
刺
す
る
も
の
も
あ

る
。
木
下
の
著
述
に
よ
り
、
枕
山
に
は
、
反
骨
の
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
加
わ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
作
家
や
研
究
者
に
よ
っ
て
、
様
々
な
意
味
づ
け
が
行
わ
れ
る
な
か
、
枕
山

の
子
孫
た
ち
は
、
枕
山
が
遺
し
た
典
籍
や
書
簡
、
書
幅
を
保
存
し
、
そ
の
生
涯
と
文
学
に

つ
い
て
継
承
・
顕
彰
を
行
っ
て
き
た
。
ま
ず
、
枕
山
の
娘
の
嘉か

ね年
（
号
・
芳
樹
、
万
延
二
年

〈
一
八
六
一
〉
～
昭
和
九
年
〈
一
九
三
四
〉）
は
、
自
ら
詩
作
す
る
と
と
も
に
、『
枕
山
先
生
遺

稿
』（
明
治
二
六
年
〈
一
八
九
三
〉）
な
ど
の
い
く
つ
か
の
枕
山
の
詩
集
を
校
訂
・
編
纂
し
た
。

嘉
年
と
結
婚
し
、
大
沼
家
の
養
子
と
な
っ
た
鶴か

く
り
ん林

（
文
久
三
年
〈
一
八
六
三
〉
～
大
正
二
年

〈
一
九
一
三
〉）
は
、
枕
山
の
遺
志
を
継
ぎ
、
中
学
や
自
ら
の
塾
に
お
い
て
漢
詩
文
を
教
え
る
と

と
も
に
、
雑
誌
『
新
声
』『
新
潮
』
な
ど
の
漢
詩
欄
の
評
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

　

鶴
林
と
嘉
年
の
間
に
は
、
娘
の
ひ
さ
（
明
治
二
十
年
〈
一
八
八
七
〉
～
昭
和
五
二
年

〈
一
九
七
七
〉）
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
ひ
さ
は
、く

す
の
き
し
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

楠
荘
三
郎
（
号
・
正
済
、
明
治
十
七
年

〈
一
八
八
四
〉
～
昭
和
十
八
年
〈
一
九
四
三
〉）
と
い
う
、
後
に
鉄
道
局
に
勤
務
す
る
こ
と
と

な
る
人
物
と
結
婚
し
た
。
荘
三
郎
は
、
そ
の
生
涯
の
大
半
を
役
人
と
し
て
過
ご
し
、
詩
文
を

作
る
な
ど
の
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
荘
三
郎
は
、
子
孫
と
し
て
枕
山
の
顕
彰
に
強
い
意

欲
を
燃
や
し
、
晩
年
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
資
料
の
整
理
と
保
存
に
力
を
傾
け
た
。
荷
風
が
『
下

谷
叢
話
』
を
著
す
際
に
、
嘉
年
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
資
料
の
貸
借
な
ど
の
た
め
の
、
大
沼
家
側

の
窓
口
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
荘
三
郎
で
あ
る
。
彼
は
息
子
正ま

さ
な名
（
明
治
三
九
年
〈
一
九
〇
六
〉 

～
大
正
十
二
年
〈
一
九
二
三
〉）
を
大
沼
の
家
に
復
し
、
自
身
の
子
孫
が
大
沼
家
を
継
承
す
る
こ

と
を
企
図
し
た
。

　

鶴
林
と
嘉
年
、
荘
三
郎
と
ひ
さ
、
そ
し
て
そ
の
後
の
大
沼
家
の
人
々
が
伝
え
て
き
た
枕
山
の

記
憶
と
資
料
は
、
枕
山
の
玄
孫
で
あ
る
大
沼
千
早
氏
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
。
千
早
氏
は
、

一
族
に
つ
い
て
の
資
料
を
整
理
し
つ
つ
、
精
力
的
に
枕
山
を
研
究
し
た
。
そ
の
成
果
の
一
端
は
、

福
生
市
郷
土
資
料
室
編
『
大
沼
枕
山
来
簡
集
』（
福
生
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
）
や
、『
漢

詩
人
た
ち
の
手
紙
―
大
沼
枕
山
と
嵩
古
香
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
ま
た
、
雑
誌
『
游

星
』
に
連
載
さ
れ
た
論
考
３
な
ど
の
か
た
ち
で
世
に
公
に
な
り
、
多
く
の
研
究
者
に
示
唆
を
与
え

て
い
る
。

　

千
早
氏
が
守
ら
れ
た
資
料
は
、
書
翰
を
中
心
と
す
る
資
料
二
六
六
点
が
、
二
〇
一
七
年
に

国
立
国
会
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
枕
山
・
鶴
林
・
楠
荘
三
郎
の
三
代
に
わ
た
る
書

幅
、
書
籍
、
稿
本
、
詩
稿
な
ど
を
中
心
と
す
る
二
〇
〇
点
近
い
資
料
が
二
松
学
舎
大
学
に
寄
託

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
枕
山
の
伝
記
の
み
な
ら
ず
、
近
世
・
近
代
の
日
本
漢
文
学
に
有
益
な
情
報

を
も
た
ら
す
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
詳
細
な
内
容
な
ど
は
、
後
日
公
開
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。
本
展
示
に
お
い
て
は
、
こ
の
貴
重
な
資
料
群
の
中
か
ら
、
と
く
に
研
究
の
上
で
大
き
な

意
義
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
荷
風
の
『
下
谷
叢
話
』
は
、
枕
山
の
評
価
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
。
た
だ
、
荷
風
は
、
自
ら
の
史
伝
を
劇
的
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
意
識
が
働
い

た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
『
下
谷
叢
話
』
の
結
末
に
お
い
て
、
以
上
に
見
た
鶴
林
の
系
統
で
は
な

く
、
も
う
一
人
の
養
子
で
あ
っ
た
湖
雲
（
名
・
新
吉
、
元
治
元
年
〈
一
八
六
四
〉
～
大
正
四
年

〈
一
九
一
五
〉）
に
つ
い
て
、
そ
の
記
述
の
過
半
を
割
き
、
か
つ
、
湖
雲
の
子
孫
の
零
落
の
様
子

を
こ
と
さ
ら
に
強
調
し
た
。
こ
の
た
び
寄
託
さ
れ
た
資
料
に
よ
り
、
枕
山
の
一
族
の
近
代
に
お

け
る
力
強
い
歩
み
が
明
ら
か
と
な
り
、
漢
文
学
研
究
に
新
た
な
視
座
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
や
ま
な
い
。 

１ 　

荷
風
の
、
大
沼
枕
山
や
鷲
津
毅
堂
に
関
す
る
史
伝
に
は
、
複
雑
な
改
作
過
程
が
あ
り
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

に
『
女
性
』
に
「
下
谷
の
は
な
し
」
が
連
載
さ
れ
、
そ
れ
を
増
補
修
正
し
て
春
陽
堂
版
『
下
谷
叢
話
』
（
大
正
十
五

年
〈
一
九
二
六
〉）
が
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、
さ
ら
に
変
更
を
加
え
、
冨
山
房
版
『
改
訂
下
谷
叢
話
』
（
昭
和
十
四
年

〈
一
九
三
九
〉）
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
文
章
に
お
い
て
は
、
『
下
谷
叢
話
』
と
言
う
場
合
、『
改
訂
下
谷
叢
話
』
を
念
頭
に
置

い
て
い
る
。

２ 　

木
下
彪
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、『
木
下
彪　

国
分
青
厓
と
明
治
大
正
昭
和
の
漢
詩
界
』（
近
代
日
本
漢
学
資
料
叢
書
４
）』

（
二
松
学
舎
大
学
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
・
近
代
日
本
の
「
知
」
の
形
成
と
漢
学
、
二
〇
一
九
年
）
の

町
泉
寿
郎
氏
解
題
を
参
照
。

３ 　

大
沼
千
早
「
枕
山
先
生
の
こ
と
〈
続
〉
の
ぼ
り
旗
」（『
游
星
』
10
巻
１
号
、
一
九
九
六
年
四
月
）、「
枕
山
先
生
の
こ
と

〈
続
〉
東
京
詞
」（『
游
星
』
10
巻
２
号
、
一
九
九
六
年
十
月
）、「
枕
山
先
生
の
こ
と
〈
続
〉
江
戸
名
勝
詩
」（『
游
星
』
17
巻
１

号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）、「
枕
山
先
生
の
こ
と
〈
続
〉
旧
派
の
俳
人
」（『
游
星
』
17
巻
２
号
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）
な
ど
。

はじめに
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曲
免
状
、大
沼
嘉
年
宛
）

37　

水
上
珍
亮
編
『
日
本
閨
媛
吟
藻
』

38　

大
沼
枕
山
著
『
枕
山
先
生
遺
稿
』

39　

大
沼
嘉
年
詩
文
稿

40　

石
川
文
荘
詩
稿
「
輓
大
沼
芳
樹
女
史
」

Ⅲ　

楠
荘
三
郎
と
枕
山
を
め
ぐ
る
考
証
…
…
…
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41　

楠
荘
三
郎
書
入
れ
「
下
谷
の
は
な
し
」
抜
刷
合
綴

42　

楠
荘
三
郎
編　

大
沼
家
伝
来
書
籍
目
録

43　

楠
荘
三
郎
編
『
上
梓
逸
詩
稿
』

44　

柳
瀬
道
雄
編
『
大
沼
家
詩
存
』

解
説　
枕
山
の
志
を
継
ぐ
者
た
ち
―
大
沼
鶴
林・嘉
年
と
楠
荘
三
郎

凡
例一

、�

本
図
録
は
、
大
沼
千
早
氏
よ
り
二
松
学
舎
大
学
に
新
た
に

ご
寄
託
い
た
だ
い
た
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資
料
を
紹
介

す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
の
ご
寄
託
を
許
さ
れ
た
大
沼
千

早
氏
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご

援
助
く
だ
さ
い
ま
し
た
大
沼
信
之
氏
、
中
村
左
右
子
氏
に

深
謝
い
た
し
ま
す
。

二
、�

資
料
名
に
つ
い
て
は
、
題
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
鍵
括
弧
ま
た
は
二
重
鍵
括
弧
で
表
記
し
た
。
ま

た
、
著
者
・
編
者
な
ど
に
関
す
る
著
・
編
・
注
な
ど
の
表

記
は
、
原
則
と
し
て
、
資
料
の
記
載
に
従
っ
た
。

三
、�

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原
資
料
の
表
記
を
尊
重
し
つ
つ
、

句
読
点
及
び
濁
点
を
適
宜
加
え
た
。
ま
た
、
訓
読
な
ど
に

つ
い
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
す
べ
て
通
行
の
字
体

を
用
い
た
。
た
だ
し
、
通
行
の
字
体
を
用
い
た
場
合
、
著

し
い
意
味
の
混
乱
を
も
た
ら
す
場
合
に
つ
い
て
は
（
余
と

餘
な
ど
）
、
正
字
を
用
い
た
。

四
、�

解
題
は
、
合
山
林
太
郎
が
執
筆
し
た
。
な
お
、
字
句
の
解

読
に
あ
た
り
、
町
泉
寿
郎
氏
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。

五
、��

本
図
録
は
、
二
松
学
舎
大
学
の
大
学
資
料
展
示
室
の
企

画
展
「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
と
永
井
荷
風
『
下
谷
叢
話
』」

（
二
〇
一
九
年
九
月
二
六
日
～
一
一
月
一
六
日
）
の
展
示

図
録
を
兼
ね
る
も
の
で
あ
る
。
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鷲
津
幽
林 

竹
渓 

枕
山

 

男

 

松
隠 

益
斎 

毅
堂

 
杉
井 

女 

女

 

女 
又
三
郎 

蓉
裳

 

精
一
郎

 

女

 
 

永
井
久
一
郎

 
 

 

荷
風

 
 

恒

 

男

大
沼
家
へ
⑴

⑴鷲
津
氏（
竹
渓
）

大
沼
家
へ
⑵

大
沼
家
へ
⑶

大
沼

大
沼
又
吉

大
沼
次
右
衛
門

大
沼
捨
吉

錀
太
郎

大
沼
新
吉嘉

年

大
沼
善
次
郎

楠
荘
三
郎

長
谷
部
言
人

大
沼
信
治

大
沼
正
名

厚
子

千
早

知
子

信
正

信
之

和
子

ひ
さ妻

甲
子

女男

女女女 男男男男男 梅

妻

妻

妻

男男男

⑵鷲
津
氏大沼

次
郎
右
衛
門

⑶鷲
津
氏

大
沼
又
三
郎

鷲
津
家
略
系
譜

大
沼
家
系
譜

（
杉
井
）

（
枕
山
）

（
湖
雲
）

（
芳
樹
）

西
川
氏（
鶴
林
）

中
西
氏

文
政
八・十
二・二
四

文
久
二・八・三
〇

昭
和
九・三・二
三

大
正
二・一・二
八

66才

明
治
二
四・一
〇
・一

万
延
元・六・二
夭

74才

74才

18才 51才

明
治
二
七
・一・一
64才

昭
和
十
八・四・三
〇

昭
和
五
二・一・
十
七

60才

昭
和
二
六・六・二
七

大
正
二・二・十
九
夭

大
正
十
二・七・二
三89才

平
成
十
六・一・三一42才

91才

大
正
二・
十
二・二

23才

昭
和
四
四・十
二・三
87才

大沼家・鷲津家系図

系図は大沼千早氏が作成されたものを転載した（福生市郷土資料室編『大沼枕山来簡集』、福生市教育委員会、1988年、62頁）。
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1

大
沼
枕
山
肖
像

　

枕
山
の
子
孫
で
あ
る
大
沼
千
早
氏
の
も
と
に
伝
わ
っ
た
枕
山
の
肖
像
。
枕
山
の
肖
像
画
は
原
画
を
臨
模
し
た
も
の
も
含
め
、
数
点
伝
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
に
は
、
嵩
海
蔵
氏
旧
蔵
の
も
の
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
、
画
像
の
上
に
「
良
工
心
苦
」
で
始
ま
る
七
絶
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
肖
像
は
、
荷
風
の

『
改
訂
下
谷
叢
話
』（
冨
山
房
、
昭
和
一
四
年
刊
）
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
。
千
早
氏
は
、
本
図
に
つ
い
て
、
三
浦
雪
堂
が
模
写
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
る
（「
大
沼
枕
山
叢

話
」
枕
山
の
肖
像
画　

http://onum
achinzan.cocolog-nifty.com

/blog/2012/10/post-1818.htm
l

、
二
〇
一
九
年
八
月
一
日
最
終
確
認
）。
な
お
、
枕
山
の
肖
像
に
つ
い

て
は
、
枕
山
に
「
琴
抱
道
人
、
倩
鵞
湖
寫
余
真
以
乞
題
詩
、
賦
此
、
書
其
上
頭
（
琴
抱
道
人
、
鵞
湖
に
倩
ひ
て
余
の
真
を
写
せ
し
め
、
以
て
詩
に
題
せ
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
此
に

賦
し
て
、
其
の
上
頭
に
書
す
）」（『
枕
山
詩
鈔
三
編
』
巻
下
）
と
い
う
詩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鈴
木
鵞
湖
（
文
化
一
三
年
〈
一
八
一
六
〉～
明
治
三
年
〈
一
八
七
〇
〉）
に
よ
っ

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
明
治
一
三
年
に
中
島
杉
陰
に
よ
り
模
写
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と（『
漢
詩
人
た
ち
の
手
紙
―
大
沼
枕
山
と
嵩
古
香
』
所
収
、
明
治
一
三
年
三
月
一
五

日
嵩
古
香
宛
枕
山
書
簡
に
よ
る
）
な
ど
が
同
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ　

大
沼
枕
山
―
そ
の
詩
と
書
―
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2

大
沼
竹
渓
書
幅
（「
老
去
宦
情
…
」）

　

枕
山
の
父
大
沼
竹
渓
が
揮
毫
し
た
書
幅
。
詩
題
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
退
隠
の
心
持
ち
を
述
べ
た
詩
で
あ
る
。
鷲
津
幽
林
の
長
男
で
あ
っ
た
が
、
幕
府
の
御お

ん
ひ
ろ
し
き
そ
え
ば
ん
し
ゅ
う

広
敷
添
番
衆
大
沼
又

吉
の
養
子
と
な
り
、
そ
の
職
を
継
い
だ
。
役
人
の
生
活
を
厭
う
心
を
詠
っ
た
詩
句
は
、
た
と
え
ば
、「
官
情
一
片
春
氷
薄
（
官
情　

一
片　

春
氷
の
ご
と
く
薄
し
）」（「
庚
申
春
題
竹
渓 

院
壁
」
第
五
句
）
な
ど
、
竹
渓
の
詩
集
の
中
に
は
多
く
見
え
る
。
こ
の
詩
句
も
彼
の
実
生
活
で
の
思
い
を
述
べ
た
も
の
だ
ろ
う
。
大
意
は
次
の
よ
う
に
な
る
。「
年
老
い
て
、
役
人
と

し
て
働
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
な
く
な
り
、
衣
を
翻
し
、
故
郷
の
丘
に
寝
起
き
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
鶴
が
雛
か
ら
丹
頂
を
持
つ
成
鳥
へ
と
変
化
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
か
つ
て
は
、
ま
だ
子
ど
も
だ
っ
た
者
が
大
人
に
な
っ
て
お
り
、
知
り
合
い
も
多
く
は
白
髪
の
老
人
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
変
わ
ら
ぬ
も
の
も
あ
り
、
松
は
い
つ
も
と
同
じ
緑
の
色

を
保
っ
て
お
り
、
竹
は
す
っ
く
と
伸
び
、
涼
し
げ
な
陰
を
作
っ
て
い
る
。
谷
あ
い
の
百
畝
の
田
に
穀
物
を
植
え
、
農
耕
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
酒
を
飲
み
、
の
ん
び
り
と
し
た
悠
々
自

適
の
生
活
を
送
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
爵
位
は
持
た
な
い
が
、
多
く
の
富
を
持
つ
、
素
侯
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」。
な
お
、
落
款
の
「
典
」
は
竹
渓
の
名
で
あ
る
。

【
翻
刻
】
老
去
宦
情
冷
似
秋
、
払
衣
帰
臥
旧
林
丘
。
不
唯
雛
鶴
化
丹
頂
、
定
是
故
人
多
白
頭
。
秀
色
可
憐
松
楚
々
、
清
陰
無
改
竹
修
々
。
渓
田
百
畝
知
栽
秫
、
又
就
酔
郷
成
素
侯
。

【
訓
読
】 

老
い
去
り
て　

宦
情　

冷
や
か
な
る
こ
と
秋
に
似
た
り
、
衣
を
払
ひ
て　

旧も
と

の
林
丘
に
帰
臥
す
。
唯た

だ

に
雛
鶴
の
丹
頂
に
化
す
る
の
み
な
ら
ず
、
定
め
て
是
れ
故
人
に
白
頭
多

か
ら
ん
。
秀
色　

憐
れ
む
べ
し　

松
の
楚
々
た
る
を
、
清
陰　

改
む
る
な
か
れ　

竹
の
修
々
た
る
を
。
渓
田　

百
畝　

栽
秫
を
知
る
、
又
た
酔
郷
に
就つ

き
て　

素
侯
と
成
る
。
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3

大
沼
枕
山
対
聯
（「
已
抛
壮
志
…
」）

　

枕
山
が
揮
毫
し
た
対
聯
。「
戊
寅
之
夏
」
は
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
の
夏
の
こ
と
で
あ
り
、
枕
山
が
六
十
一
歳
の
と
き
に
揮
毫
し
た
も
の
。
「
数
本
の
竹
に
、
わ
だ
か
ま
り

の
な
い
、
落
ち
着
い
た
心
で
向
き
合
う
。
野
心
も
無
く
な
り
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
三
尺
の
長
さ
の
剣
も
投
げ
捨
て
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
老
境
の
心
情
が
表
れ
た
と

も
解
し
得
る
。

【
翻
刻
】
已
抛
壮
志
剣
三
尺　

戊
寅
之
夏　

／　

且
対
虚
心
竹
数
竿　

枕
山
叟
題

【
訓
読
】
已す

で

に
壮
志
の
剣
三
尺
を
抛
ち
つ
、
且か

つ
虚
心
も
て
竹
数
竿
に
対
す
。　

戊
寅
の
夏　

枕
山
叟
題
す
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4

大
沼
枕
山
書
幅
「
涼
夜
有
懐
」

『
枕
山
詩
鈔
二
編
』
巻
上
に
収
録
さ
れ
て
い
る
七
言
律
詩
「
涼
夜
有
懐
」
の
頷
聯
に
あ
た
る
。
秋
の
夜
の
情
景
に
つ
い
て
詠
っ
て
お
り
、
し
と
ど
に
降
り
た
露
が
、
前
の
畑
の
草
を
う

る
お
し
、
強
い
風
が
、
軒
な
か
ば
に
伸
び
る
松
を
ま
ず
揺
ら
す
、
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。
な
お
、『
枕
山
詩
鈔
二
編
』
所
収
の
当
該
句
は
、
「
露
沢
微
沾
前
圃
草
、
風
威
急
撼
半
軒

松
（
露
沢　

微か
す

か
に
沾
す　

前
圃
の
草
、
風
威　

急
に
撼
す　

半
軒
の
松
）」
と
な
っ
て
お
り
、
字
句
に
異
同
が
あ
る
。

【
翻
刻
】
露
沢
欲
沾
前
圃
草
、
風
威
先
撼
半
軒
松
。
涼
夜
有
懐

【
訓
読
】
露
沢　

沾う
る
ほ

さ
ん
と
欲
す　

前
圃
の
草
、
風
威　

先ま

づ
撼ゆ

る
が

す　

半
軒
の
松
。「
涼
夜　

懐
有
り
」



Ⅰ　大沼枕山 ―その詩と書―

10

5 大沼枕山扁額「存古趣」

「存古趣」とは、詩や文章が古い趣を持っていて、好ましい、という意。枕山は、豊前の詩人村上仏山の
詩集『仏山堂詩鈔』に対する題詞の中で、「截句別然存古趣、田園遣興樂時休（句を截せば　別然として
　古趣を存し、田園　興を遣りて　時休を楽しむ）」（「仏山堂詩鈔題言」『枕山詩鈔三編』巻中）と述べて
おり、枕山の理想を表す語の一つであったと考えられる。

【翻刻】存古趣／枕山題　【訓読】古趣を存す／枕山題す

6 大沼枕山扁額「閒邊富貴」

「閒邊富貴（間辺の富貴）」とは、「のどかで余裕のある生活を送ることが、真の富貴と言える」といっ
た意味であると考えられる。江戸後期の漢詩人の間では、「閑中富貴」や「間中富貴」の語を詩題とする
ことや、また、詩中の表現として用いることが流行した。作詩の便のため、斬新な題を集め、字数（一字
題、二字題など）ごとに整理した大窪詩仏編『清新詩題』巻下にも「閑中富貴」の語は掲載されている。
おそらく同趣の言葉であろう。明治9年（1876）夏、枕山59歳の揮毫。

【翻刻】閒邊富貴／丙子之夏／枕山厚題　【訓読】間辺の富貴／丙子の夏／枕山・厚　題す
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7

大
沼
枕
山
書
幅
（「
斉
山
纔
了
…
」）

　

「
十
二
宫
詞
、
倣
髙
青
邱
體
（
十
二
宫
詞
、
髙
青
邱
の
体
に
倣
ふ
）」（『
枕
山
詩
鈔
』
巻
下
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
十
二
首
の
連
作
詩
の
う
ち
の
「
秦
宮
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
部

分
的
に
異
同
が
あ
る
。『
枕
山
詩
鈔
』
所
収
の
詩
は
、「
湘
山
纔
了
又
斉
山
、
歳
歳
翠
華
寰
宇
間
、
莫
怪
掖
庭
承
寵
少
、
至
尊
巡
狩
不
曾
閒
（
湘
山　

纔わ
ず

か
に
了り

ょ
う

し
て　

又ま

た
斉
山
、

歳
　々

翠
華
は
寰
宇
の
間
に
あ
り
、
怪
し
む
な
か
れ　

掖
庭
に
寵
を
承う

く
る
こ
と
少
な
き
を
、
至し

そ
ん尊　

巡じ
ゅ
ん
し
ゅ狩　

曾か
つ

て
閒い

と
ま

あ
ら
ず
）」
と
な
っ
て
い
る
。「
洞
庭
湖
の
ほ
と
り
の
湘
山
を
侵

略
し
た
と
思
う
と
、
次
は
、
池
州
の
斉
山
を
攻
め
、
始
皇
帝
の
御
旗
は
常
に
天
下
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
諸
国
を
巡
視
し
暇
が
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
後
宮
の
女
性
が

寵
愛
を
受
け
る
こ
と
が
乏
し
い
の
も
致
し
方
な
い
」
と
詠
っ
て
い
る
。「
翠
華
」
は
天
子
の
御
旗
の
こ
と
。「
掖
庭
」
は
掖
庭
宮
、
す
な
わ
ち
、
皇
妃
や
宮
女
が
住
む
と
こ
ろ
を
意
味

す
る
。

【
翻
刻
】
斉
山
纔
了
又
湘
山
、
歳
々
翠
華
寰
宇
間
。
莫
恠
液

（
マ
マ
）庭

承
寵
少
、
至
尊
巡
狩
不
曽
閑
。　

秦
宮　

／　

枕
山

【
訓
読
】 

斉
山　

纔わ
ず

か
に
了り

ょ
う

し
て　

又ま

た
湘
山
、
歳
　々

翠
華
は
寰
宇
の
間
に
あ
り
。
怪
し
む
な
か
れ　

液
庭
に
寵
を
承う

く
る
こ
と
少
な
き
を
、
至し

そ
ん尊　

巡じ
ゅ
ん
し
ゅ狩　

曽か
つ

て
閑い

と
ま

あ
ら
ず　
　

秦
宮　

／　

枕
山
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8

大
沼
枕
山
書
幅
（「
七
家
才
力
…
」）

　

中
国
の
文
の
歴
史
に
つ
い
て
批
評
し
た
詩
と
思
わ
れ
る
。
詩
の
前
半
は
、
清
・
沈
徳
潜
の
手
に
な
る
『
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
文
集
に
は
、
唐
の
韓
愈
と

柳
宗
元
、
宋
の
欧
陽
脩
、
蘇
洵
、
蘇
軾
、
蘇
轍
、
曾
鞏
、
王
安
石
の
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
王
安
石
に
つ
い
て
は
、
そ
の
人
格
に
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
「
執
拗
夫

（
強
情
な
男
）」
や
「
拗
相
公
（
つ
む
じ
曲
が
り
の
大
臣
）」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、『
唐
宋
八
大
家
文
読
本
』
は
、
王
安
石
を
除
い
た
七
名
の
文
人
の
才
知

の
働
き
を
す
べ
て
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
そ
の
評
価
を
た
め
ら
わ
せ
る
よ
う
な
一
人
の
す
ね
者
、
す
な
わ
ち
、
王
安
石
の
作
品
も
混
じ
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

詩
の
後
半
で
は
、
明
代
の
十
六
の
名
家
の
優
れ
た
作
品
は
、
元
代
や
清
代
の
文
章
を
圧
倒
す
る
と
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
明
末
に
編
ま
れ
た
『
皇
明
十
六
家
小
品
』
に
収
録

さ
れ
た
十
六
名
の
文
人
（
屠
隆
、
徐
渭
、
李
維
禎
、
董
其
昌
、
湯
顕
祖
、
虞
淳
熙
、
黄
汝
亨
、
王
思
任
、
鍾
惺
、
袁
宏
道
、
文
翔
鳳
、
曹
学
佺
、
張
鼐
、
陳
仁
錫
、
陳
継
儒
、
袁
中

道
）
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
鶴
林
が
編
纂
し
た
『
進
徳
雑
誌
』
第
一
集
（
明
治
一
六
年
〈
一
八
八
三
〉
八
月
）
中
の
「
雑
記
」
に
は
、「
明
十
六
家
小
品
文
、
世
ニ

伝
フ
ル
乏
シ
。
今
枕
山
翁
ヨ
リ
得
タ
ル
ヲ
以
テ
、
博
識
一
助
ノ
為
メ
、
佳
ナ
ル
者
壱
篇
ヅ
ヽ
文
苑
摘
英
欄
内
ノ
首
ニ
掲
載
ス
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
枕
山
が
一
時
『
皇
明
十
六
家
小

品
』
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
、
該
書
が
枕
山
周
辺
で
一
時
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

【
翻
刻
】
七
家
才
力
共
兼
幷
、
一
執
拗
夫
辞
品
評
。
降
到
朱
明
称
十
六
、
采
其
佳
品
圧
元
清
。
／
文
／
枕
山

【
訓
読
】 

七
家
の
才
力　

共と
も

に
兼
幷あ

わ

す
る
も
、
一
の
執
拗
夫
あ
る
に
よ
り
て　

品
評
を
辞
す
。
降く

だ

つ
て
朱
明
に
到い

た

り
て　

十
六
を
称
し
、
其
の
佳
品
を
采と

り
て　

元　

清
を
圧
す
。
／

文
／
枕
山
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9 大沼枕山著『房山集』
天保九年（1838）序　半紙本　1冊

　天保８年（1837）秋から冬にかけて、20歳の枕山
は房総を遊歴し、その時に作った詩をまとめた詩集
である。菊池五山、塩田随斎らの引、宮沢雲山、梁
川星巌らの題詞などが付され、年若くして、錚

そうそう

々た
る面々から、詩人としての力量を認められていたこ
とが分かる。

10 大沼枕山著『枕山詠物詩』
天保11年（1840）刊　半紙本　1冊

　天保11年（1840）に、枕山は、『房山集』に続く
自身の第２集として、詠物詩約100首を集めた『詠
物詩』（内題による、外題は「枕山詠物詩」）を刊行
した。その後、弘化３年（1846）に、それを計178
首に増補し、さらに、親交のあった梅痴の詠物詩
164首を集めた『梅痴詠物詩』と合刻再版した。本
資料は、天保11年の版。

11 大沼枕山著『枕山詩鈔初編』安政6年（1859）以降刊　大本3巻3冊

　枕山の詩をおおむね制作年の順に収録した詩集。初編・二編・三編がある（各編ともに3巻3冊）。『枕山
詩鈔初編』は、天保6年（1835）から嘉永3年（1850）までの詩を掲載している｡この『枕山詩鈔』には、
多くの版があり、埋木などによって本文の修訂が繰り返されていることが、内田賢治氏の研究によって明
らかになっている（「『枕山詩鈔』の版木及び本文校訂」『太平詩文』62号、2014年８月）。本資料は、内田
氏による分類では、諸本B（諸本AからFまでの6種類に分類、諸本Bは国文学研究資料館ナ八／196／1-3な
どと同じ版）にあたる。なお、今回寄託された資料には、大本のほかに、半紙本の『枕山詩鈔初編』もあ
る。今、異同のある箇所（初編巻1ウ・4行目）を以下に示す。

大本B 半紙本

↓「
澈
」に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

↓「
徹
」に
な
って
い
る
。
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12 石川省斎編『皇朝分類名家絶句』明治3年（1870）刊　合1冊（5巻）

　石川省斎（小説家の石川淳の祖父）によって編纂された詞華集。江戸時代中後期の詩人の作を、巻ごと
に「時序」、「名勝」、「詠史」、「詠物」、「題画」に分類し収録する。本書見返しには、「枕山大沼先生閲」
と記され、また、枕山の序（明治3年3月）が付されている。
　本資料が、枕山研究において重要であるのは、枕山の「東京詞」の当時の社会の反応を、その版面の改
修からうかがうことができるからである。斎田作楽氏が（「「東京詞」と『皇朝分類名家絶句』」『太平詩
文』６号、1997年６月）において指摘するとおり、本書には初版本と改版本があり、初版本においては巻
中の十四丁オから十八丁オの間に掲げられていた「東京詞三十首」が、改版本では削除されている（本資
料は初版本）。
　「東京詞」は、維新当初の混乱する世相を詠った詩であり、高位高官を諷刺する詩篇を含んでいたた
め、弾正台（政府の司法機関）から糾問されたことが、信夫恕軒の「大沼枕山伝」（『恕軒遺稿』）に記さ
れている。ただ、以前は、その具体的な証拠が見つかっていなかった。『皇朝分類名家絶句』に版木の修
改が見つかったことにより、「東京詞」が世の忌避に触れる面が実際に存在したことが明らかになったの
である。

13 大沼枕山著『江戸名勝詩』明治11年（1878）刊　半紙本1冊

　枕山の詩集。江戸の町や地域、名所を詠った七言絶句約100首を収録する。寄託された資料の中には、
青の表紙で、外題が「江戸名勝詩　大沼厚著　完」となっているもの（見返しあり、「明治戊寅孟冬新鑴

／江戸名勝詩／下谷吟社蔵」と刻される）と、黒の表紙で、外題が「江戸名勝詩」のみのもの、（見返し
なし）の２点がある。黒の表紙の本の方がやや刷りが粗い。

改版本では、「東京詞三十首」があった箇所に、別の詩が収録されている。→

↑
初版本には「東京
詞三十首」がある。
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Ⅱ　鶴林・嘉年と明治の社会

14 大沼善次郎（鶴林）履歴書
明治32年頃（1899）作成

　鶴林の履歴書。明治32年（1899）までの事績が記され
ている。署名・押印があり、いずれかの機関に提出する
ために作られたものと考えられるが、一方で、細字で訂
正や書入れなどもなされている。完成したもののうち一
通を手控えなどとし、後に修正を書き加えたものか。
　履歴書中には、「文久三年八月生」、「明治二十三年十
月東京ニ出デヽ大沼枕山ノ養子トナル」など、鶴林の前
半生における足跡が詳細に記されているが、他の史料か
ら判明する彼の行動と若干の齟齬が確認できる部分もあ
る。たとえば、在京中の活動について、「明治十七年ヨ
リ同二十年迠詩文研窮ノ為メ大沼枕山、長梅外、成島柳
北、中村正直、重野安繹諸先輩ノ賛助ヲ得テ進徳雑誌ノ
編輯ニ従事ス」と記されているが、『進徳雑誌』は、明
治16年（1883）８月の創刊である。文中には訂正が施さ
れている箇所もあり、鶴林の伝記資料として取り扱う場
合には、注意が必要である。
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15 九月六日沢田善次郎（大沼鶴林）宛長梅外書簡 明治17年（1884）頃か

　若年期の鶴林に宛てた、長梅外（文化7年〈1810〉〜明治18年〈1885〉）の書簡。梅外は、幕末・明治期
に活躍した儒者。広瀬淡窓に学んだ後、萩藩校教授となり、尊王攘夷運動にも参加した。維新後、上京
し、鶴林と深い交わりを結んだ。
　書簡の内容であるが、梅外は、鶴林が病から回復したかを問うている。追伸の箇所にある「詩文詳解」
とは、明治10年代、多く読まれた漢詩文雑誌『古今詩文詳解』のことであろう。やや解しがたい箇所があ
るが、梅外は、自身の著述『在邇録』の出版について、『古今詩文詳解』を発行していた成章社に任せる
旨を承知したというように読める。なお、『在邇録』は、すでに以文会友社から、明治17年（1884）2月に
刊行されている。
　本書状の発信の時期についてであるが、以文会友社は、鶴林が編集に従事した『進徳雑誌』の発行母体
であるが、『進徳雑誌』の奥付を見ると、14号（明治17年５月）以降、その所在地を、京橋区南佐柄木町
七番地から、下谷区中御徒町3丁目71番地（すなわち、枕山の自宅である。鶴林が枕山宅に下宿し、事務
所として使ったなどの事情が考えられる）へと移している。封書の宛先には、中御徒町と記されているの
で、本書状は明治17年春以降に出されたものであろう。

【翻刻】
一翰啓上仕候。時々催涼凌ギ好ク相成候処、貴恙如何、一向ニ存不申、先日書状御社へ呈し候処、御入院
之趣、御容躰は如何ニ御座候哉。何分御加養専一ニ奉存候。先者御尋問申上度、如斯ニ御座候。草々頓首
九月六日　　長梅外
澤田善次郎殿　
尚々今日詩文詳解送り来、見候処、在邇録同方へ御任せと相成り様子御承知仕候。何レ追而御意承り可申
候　以上　　　
（封書表）　下谷仲徒士町三丁目七十一番地／澤田善次郎殿　長梅外／以文会友社本局
（封書裏）　大沼方にて　沼／市谷船河原町十一番地／大沼
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16 長梅外輯解『在邇録』明治34年（1901）刊　半紙本　2巻2冊

　『在邇録』は、『論語』『孟子』や『詩経』などの基本書から、長梅外が心にかなった箇所を抜き出し、
解説を付したもの。明治17年（1884）に以文会友社から刊行された後、明治34年（1901）に発行所が雅正
吟社（鶴林の吟社）、発売所が新声社のかたちで再版された。新声社は、後の新潮社を興す佐藤義亮が経
営していた出版社。鶴林は、明治29年（1896）以降、雑誌『新声』の漢詩欄を担当するなど、新声社と関
わりが深かった。

17 『進徳雑誌』第1集
明治16年（1883）8月　〔個人蔵〕

　若き日の大沼鶴林が、その編集発行に尽
力した雑誌。20号（明治17年〈1884〉10月）
までの刊行が確認できる。第１集は、巻頭に
は、長梅外の題詞、枕山による「以文会友　
癸未之夏　枕山題」の書が掲げられ、「論説」

「文苑摘英」「詩歌拾珠」「風雅餘薫」「雑記」
の欄が続く。梅外の詩話や袁宏道らの小品
文が連載されている点も興味深い。

18
小松版四書集註
（『大学章句』、『中庸章句』、『孟子』巻3・4）
江戸後期刊か　半紙本　存2冊

　小松版の四書は、欄外の余白が大きく取られてお
り、ここに書入れを施しながら、勉強するのが常で
あった。本資料にも、中国、日本の『論語』の注釈
からの抄出が欄外に記されている。「鶴林」の印の
ほか、「西川善印」の印が押されている（大沼家に
養子となる前に、鶴林は西川姓であった）ので、書
入れは若い頃の鶴林のものか。
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19 大沼鶴林輯著『枕山先生遺書　詩学明辨』明治29年（1896）刊　菊判　1冊

　鶴林が、若年期に長梅外や大沼枕山から受けた教えについての記録や、枕山の蔵書から行った抜き書き
などをもとに、解説を加えたもの。自序に「此編ハ往年枕山梅外両先生ニ親炙シテ循々善誘ヲ受クルノ
時、己ガ三復ノ為メ聞クニ随テ筆シ、又自ラ煕煕堂蔵書ニ就キ、吾意ニ適フ所ヲ抄録且ツ評釈セシモノ」
とあり、著述の経緯が分かる。
　本書は、「総論」、「原詩」、「変遷」、「功能」、「詩箴」、「詩界」、「象境」などのテーマごとに、中国・日
本の詩についての考え方を論じた文章を抜萃紹介するものであるが、後半では、より実用的な詩学作法書
としての性格が濃くなる。これは、後に鶴林が、「曩キニ余ノ詩学明辨ヲ著ハスヤ、友人ノ忠告亦タ此ノ
如シ（注　難しすぎるので、平易な内容にしてほしいという要望があったことを指す）。因テ後半ハ刪リ
テ卑近ニ改メタリ」（「雅正軒詩話　第五」、『新声』２巻４号、明治30年〈1897〉４月）と回想しているこ
とからも分かるとおり、やや難解であるという読者の評価に対応したものであろう。
　枕山の関わる事柄としては、清・趙翼『甌北詩話』巻６中の「言簡意深、一語勝人千百（言は簡にして
意は深く、一語にして人の千百に勝る）」という言葉に、枕山が感銘を受けていたこと（23頁、なお、こ
の言葉は、『枕山七言絶句』自序などにも引用される）、また、枕山が、当時の漢詩人について、世俗のこ
とばかり考えながら、それとは無関係な風流雅事を詠うので、「気乏ク力弱シテ、所謂繊弱ニ陥ル」と批
判したことなどが記されている。

20 『詩海問津』明治10～20年代か　写1冊

　鶴林の手になる、詩についての考え方を記した稿本。「詩海問津」（外題は「古今詩海問津」という題が
付けられているが、実際には、『枕山先生遺書　詩学明辨』前半部の原稿と考えられる。刊行された『枕山
先生遺書　詩学明辨』には、岡本黄石の題辞、石橋雲来の題詞が載るが、この草稿本には、勝海舟の題字、
秋月種樹の題言、藤沢南岳の序などが掲げられる予定であったことが記されている。例言や本文にも相当
の改変が加えられている。たとえば、本資料を見ると、元々「古来和漢ニ詩歌アルノミナラズ。欧米ト雖
モ亦詩アリテ且ツ詩人ヲ貴ブト聞ケリ」と記されている箇所が、「古来和漢洋何レノ国ト雖ドモ、苟モ人
ノ棲息スル所トシテ、詩歌ナキコト能ハザル所以ナリ」と修正され、そのまま刊本に引き継がれているこ
とが分かる。西洋文学をどう位置付けるかということに対して、鶴林が敏感であったことがうかがえる。
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21 「枕山詩話」稿本　写1冊

　鶴林によって作成された、枕山の詩話の稿本。巻頭に「枕山詩話　受業　鶴林手録」と記されている。
長短合わせて十七条の詩について枕山の考えを記録した文章が収録されている。「詩経ハ詩ノ本源ナレバ
第一ニ之ヲ読マザル可ラズ」などと、枕山が語ったかのように書かれているが、おそらく、鶴林が自身の
ノートや記憶を再構成したのであろう。本資料は、書籍の稿本と考えられるが、実際に出版されたかどう
かは不明である。稿本の末尾に『枕山先生遺書　詩学明辨』の再版本についての広告案を記しているの
で、同書が刊行された明治29年（1896）以降に作成された可能性が高い。

22 「熙熙堂詩話」稿本　写1冊

　鶴林によって作成された、枕山の詩話の稿本。漢字片仮名交じりの文章で記されている。「熙熙堂」は
枕山の別号。断簡の資料であり、『詩経』、「古詩十九首」、七言詩に関する三条の記事のみが残っている。
冒頭に「余ガ詩ヲ話スル、体ノ古今ヲ区別セズ、人ノ前後ヲ順序セズ。思ヒ出スニ任セ、之ヲ録セシム。
見ル人、請フ一則一則ニ就キ、其意ヲ了シテ可ナリ」と書かれており、枕山が意識的に自らの詩について
の考えについて述べたものを、鶴林が記録したと考えられる。なお、雑誌『天則』（第8編第5・6号、明治
28年6・7月）に、「故大沼枕山」の名で「熙々堂詩話」が連載されているが、これは、記述の形式や内容
などの点で本資料と齟齬があり、別のものと考えられる。
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23 大沼鶴林著『漢学知要（初版）』
明治30年（1897）刊　菊判　1冊　〔個人蔵〕

　本書は、鶴林が編んだ受験対策用の漢文参考書。
内容は、「漢学論」「文章論」などの総説的な文章
に始まり、「助辞解説」などのより実践的な知識が
説明される。貝原益軒の『点例』や荻生徂徠『訓訳
示蒙』など、江戸時代の儒者の著述なども参照され
ている。見返しには「海軍予備校漢学教頭　大沼鶴
林先生著／漢学知要　附訓点活法／東京　金刺氏発
兌」とある。金刺氏は、金刺源次（神田今川小路一
丁目五番地）のこと。

26
大沼鶴林編

『漢文異采』『続漢文異采』
明治32年（1899）刊　菊判　各1冊

　大沼鶴林が編んだ漢文教科書。日本や中国の
有名な歴史人物ごとにまとめるなど、親しみや
すい構成にしている。『史記』項羽本紀、諸葛
亮「前出師表」などの定番の教材に加え、『本
朝文粋』、林鵞峰『本朝言行録』、安東省庵『三
忠伝』など、日本の漢文作品からも多くの材を
取っている。詩では、藤田東湖「正気歌」や大
沼枕山「小楠公」（『枕山詩鈔』巻上）などが掲
載されている。

25 大沼鶴林点注『点註四書　論語読本』
明治30年（1897）刊　菊判　1冊

　鶴林の手になる『論語』注解書。頭注欄に、鶴林自身による
説明や、諸書から抄出した注解が掲げられている。

24 大沼鶴林著『漢学知要（第三版）』
明治34年（1901）刊　菊判　1冊　〔個人蔵〕

　初版から増補がなされ、表紙の題は「受験応用増補漢学知要　附訓点活法」
と改められている。新たに付された「第三版緒言」は、鶴林の青年期の事跡や
漢学復興のための活動の足跡を知る上で貴重な情報を含んでいる。
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27 順天中学校友会『校友会雑誌』第壱号
明治36年（1905）2月刊　1冊

　鶴林は、明治32年（1899）以降、江戸末期に活躍した福田理軒（文
化12年〈1815〉〜明治22年〈1889〉）によって設立された順天中学に漢
文及び道徳の教員として勤務することとなる。本資料は、順天中学の
校友会雑誌。鶴林は、漢詩「偶感」と、漢文「以文会友社記」を寄稿
している。

28 順天中学祝辞原稿 明治33年（1900）　写1枚

　明治33年（1900）4月1日に行われた順天中学における卒業証書及び進級証書授与式の祝辞。中学に教員
として勤務した鶴林にとって、時々の祝辞の草稿を制作することは、日々の業務でもあった。本資料にお
いて、彼は、「着実ナル事業ヲ興シ若クハ公正ナル福利ヲ得ント欲」するならば「必ヤ堅忍ノ気象不抜ノ
精神」が必要であると説き、学生たちに期待の意を表している 。　
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29 大沼義塾趣意書 明治35年（1902）　写1冊

　鶴林が自らの経営する大沼義塾の理念を述べ、賛意を求めるために作成した趣意書。鶴林は、物質的な
進歩の中で、近年の若者は「精神的ノ修養」が疎かになり、風紀が乱れていると指摘し、学生に正しい生
活を送り、道徳心を養ってもらうために、義塾を開いたと述べている。その上で、新たに校舎を新築し、
義塾の規模を拡張するため、義援金を求めることが記されている。なお、文中に「一昨年ヨリ大沼義塾ヲ
開設シ」とあるので、実際に、大沼義塾が創設されたのは、明治33年（1900）の頃であろう。本資料末尾
には、翼賛員として、東久世通禧、秋月種樹、海江田信義、藤沢南岳、小野湖山らの名が記されており、
一定の支持を得ていたことがうかがえる。文末に、「明治三十五年八月／東京都牛込区甲良町二十五番地
　大沼義塾主／故枕山嗣子　大沼鶴林善敬白」と記されている。

30 「大沼義塾開設ノ趣旨」明治38年（1905）　活版1枚

　先に見た趣意書とほぼ同じ内容であるが、活版で印刷され、文面が一部変更されている。明治38年12月
の日付が記され、大沼義塾の所在地が「牛込区牛込北町弐番地」に変わっている。
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31 「牛込漢文学会開設之趣意」明治38年（1905）　謄写版1枚

　鶴林が新たに牛込漢学会を開く際に記した趣意書。鶴林は、忠孝や君臣の大義が日本の社会・文化に固
有の徳目であると述べ、その理解のために漢学を研究することが必要であると主張している。その上で、
自身は、明治25年（1892）に下谷から牛込に移居して以来、有志者と年少子弟の教育に従事してきたが、
繁忙のため、十分に対応できなかったと述べ、今後はこの牛込漢学会を開き、学ぶ意欲を持つ者の教育に
あたりたいと説いている。「明治三十八年一月　会主　鶴林　大沼善次郎」と署されている。

32 「牛込漢文学会趣意」明治38年（1905）　写1冊

　先に見た趣意についての文章に会則案を付し、冊子にまとめたもの。会則案については修正が施されて
おり、たとえば、初案では、「篤学教授ナルヲ以て無月謝トス」、すなわち、無報酬となっていたのを、修
正案では、月謝五十銭と改めているが、「但シ其人ノ事情ニヨリ報酬ノ如何ヲ問はず」と、事情によって
月謝は納めてなくともよい旨が記されている。社会に貢献しようとする鶴林の志がうかがえる。
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33 「帝国青年会会則」明治32年（1899）頃か　写1枚

　帝国青年会は、政治家の渡辺国武を会長として、明治32年（1899）5月頃に発足し、雑誌『帝国青年』
を刊行するとともに、支部を設けその勢力を全国に拡大した。会則の第一条に「本会ハ青年ノ道義ヲ尚メ
元気ヲ振起シ而シテ社会ノ弊風ヲ矯正スルヲ以テ目的トス」と記されているとおり、青年層の道徳心の育
成を目的とした団体である。鶴林は、「海軍予備校講師　大沼鶴林」という肩書きで、「幹事」としてそ
の名が掲載されている。

34 帝国軍人遺族授産所趣意書 明治40年（1907）　活版1枚

　東京都本郷区根津宮永町19番地に設立された帝国軍人遺族授産所についての趣意書。おそらく校正の段
階であったと考えられる。発起人として、大沼鶴林と江副直樹の名が印刷されているが、東久世通禧、秋
月種英（秋月種樹の息子）、松見文平（順天中学校長）、佐久間鼎、菟道春千代の名が書き加えられている。
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35 麻布獣医畜産学校宛大沼嘉年挨拶状 大正2年（1913）　写1枚

　鶴林が晩年教鞭を執った麻布獣医畜産学校の教員・学生に対して、嘉年が送った挨拶状。鶴林は、大正
元年（1912）12月より体調を崩し、翌年、帰らぬ人となった。嘉年の文章によれば、同校の学生たちは、
谷中の瑞輪寺の鶴林の墓まで、麻布から学生たちが徒歩で集い、詣でたと言う。このことに対して、嘉年
は、「諸君其訃ヲ聞ヤ、遠路徒歩ノ労ヲ厭ハズ、全校挙ツテ墓前ニ会セラル、其追慕之至情、他会葬者ヲ
シテ涙禁ゼザラシム」と述べ、謝意を表している。
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36 裏組目録（筝曲免状、大沼嘉年宛）明治9年（1876）　写1枚

　明治九年（1876）11月22日に、大沼嘉年に対して与えられた裏組目録（筝曲、すなわち琴の免状の一
つ）。嘉年が山田流の箏曲を学んでいたことが分かる。大沼千早氏は、本資料に関して、免状に記される
「杉勢」が、下谷生まれの女流筝曲家初世町田杉豊であり、免状を発行している家元が、三世山瀬松韻
（二つ折の免状のもう一面にその名が書かれている）であること、嘉年は目がやや不自由で、そのため母
の梅は娘に琴を習わせたが、結局、嘉年は漢詩文の道に進むこととなったことなどを説明されている（「枕
山先生のこと」『漢詩人たちの手紙―大沼枕山と嵩古香』218頁）。

37 水上珍亮編『日本閨媛吟藻』
明治13年（1880）刊　中本1冊

　本書は、江戸時代から明治時代にかけての日
本の女性漢詩人54名の詩を収録した詞華集であ
り、大沼嘉年の詩は、「王昭君」「柳」の二首が
掲載されている。

38 大沼枕山著『枕山先生遺稿』
明治26年（1893）刊　半紙本　1冊

　枕山の没後、嘉年の編輯校閲によって編まれたもの。巻頭に記されて
いるとおり、『枕山詩鈔三編』以降の詩稿が散逸してしまい、十分整理が
できない中での編集となった。本書には、字句に乱れがあることが指摘さ
れているが（鷲原知良「明治期の大沼枕山について―『明治名家詩選』を
中心に」（『国文学‐解釈と鑑賞』73巻10号、2008年10月）、それも同様の
理由によると考えられる。なお、永井荷風の蔵書印「荷風書屋」（朱文方
印）が押されており、本資料の伝来についてなお検討が必要である。

紙を折った裏側↓
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39 大沼嘉年詩文稿　写2枚

　嘉年の詩文稿。「奉賀黙雷和尚還暦」という詩が記された詩稿には、楠荘三郎により、朱筆で「枕山先
生代筆」との注記がなされている。また、「唐太宗論」が記された文稿の方には、荘三郎は「大沼芳樹女
史筆也」と記している。

40 石川文荘詩稿「輓大沼芳樹女史」写1枚

　石川文荘（慶応3年〈1867〉）は、明治・大正・昭和にわたって活躍した漢学者である。詩を枕山に師事
した。目が不自由であり、『本朝瞽人伝』（明治25年〈1892〉刊）において、塙保己一をはじめ、視力に問
題を抱えながら、偉業を成し遂げた人物の伝記を著した。また、恵まれない子どもの教育に従事し、さら
には掃苔会を組織し、自ら会長になるなどした。関東大震災まで下谷に住み、同地の詩人として、枕山の
跡を継ぐ存在であったと言える。たとえば、下谷の金杉町界隈の景観や習俗について七絶詠った『金杉古
意』(猶愛書屋、大正14年〈1925〉）には、一首ごとに枕山が評を付している。鶴林、嘉年の一家とは、長
く交際があり、本資料以外にも「悼先師枕山先生」などの詩稿が残っている。
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　本資料は、雑誌『女性』に掲載された、永井荷風「耳無草・下谷のはなし」（全6回の連載、5巻2号~6巻1
号、大正13年〈1924〉2月~同年7月）及び「寺めぐり」（6巻1号、大正13〈1924〉7月掲載、後に改稿の上、

「礫川倘佯記」と改題し、『荷風文藁』に収録）を抜粋・合綴したもの。とくに「下谷のはなし」につい
ては、その記述に対するコメントが、30箇所程度、欄外や本文中に記されている。
　大沼千早氏のご教示によれば、この資料は、楠荘三郎の手により作成されたものであり、書入れも、楠
荘三郎の筆であると言う。なお、見返しには「大沼正名（筆者注　荘三郎の子）所蔵」と記されている
が、これも、荘三郎の配慮によるものと言う。
　書入れの一つを紹介しよう。たとえば、「下谷のはなし」（其二）中の枕山の父竹渓の出自を説明した
部分、すなわち、「季を次郎右衛門、諱を基祐、号を杉井といふ。後に長兄大沼竹渓の家を継いだ。即兄
の準養子になつたわけで、これには何か事情があつたに相違ない。何故といふに竹渓には枕山といふ実子
があつた。其の声名は寧ろ父よりも高かつた。然るに枕山は分家して乃父の家を相続しなかつたからであ
る。」と記される箇所に対して、荘三郎は次のようにコメントを付している。「竹渓亡シ叔父杉井ハ枕山
ノ後見トナル。枕山十五才ニナラバ家ヲ相続セシメムト言ト雖モ、杉井夫妻ノ逆待ニ堪へズシテ、家ヲ出
テ、尾州医師加藤元（？）昌ニ寄宿セリト」（「？」は原文のまま）。すなわち、荷風が、叔父杉井が一旦
大沼家を継いだことについて、荷風が何らかの理由があったのだろうと推測とともに記しているのに対し
て、荘三郎は、元々これは、十五歳になるまで期限付きの相続であったと主張しているのである。
　枕山が叔父と不和であったことについては、荷風も、嘉年から聞いて知っており、「下谷のはなし」に
おいても、「かね子刀自の談話に、枕山は叔父治郎左衛門とは折合がよくなかつたので、金子一両あまり
を旅費にして、道中屡飢に苦しみつゝ尾張に行つたと云ふ。
然し其の年月を詳にしない。」（其五）と説明している。た
だ、荘三郎の書入れは、加藤氏のもとへ赴いたなど、より詳
細な情報を含んでいる。このように、荘三郎の書き込みは、

「下谷のはなし」に対する枕山の遺族の反応を知り得るとい
う点で、また、枕山の伝記に新たな示唆を与えるという点
で、貴重と言えよう。
　なお、荷風と楠荘三郎とは、面識もあり、連絡も折に触れ
取り合っていた。「下谷のはなし」執筆の際に、嘉年との面談
や資料貸出しのために、荷風に対応したのは、荘三郎である
（大正12年〈1923〉8月18日及び同年10月15日楠荘三郎宛
荷風書簡）。両者は、その後も、昭和期に至るまで文通してお
り、嘉年が没した際には、荘三郎から荷風へ通知がなされてい
る（『断腸亭日乗』昭和9年〈1934〉3月27日の条）。
　ただ、この「下谷のはなし」への書入れについては、必ず
しも荷風の作品へは反映されていないようである。荷風は
「下谷のはなし」を修正増補し、『下谷叢話』及び『改訂　
下谷叢話』を刊行しているが、先に見た叔父夫婦と枕山に関
する書入れの情報は追加されていない。

Ⅲ　楠荘三郎と枕山をめぐる考証

表紙には、題簽が付され、「永井荷風先生著　下谷のはなし
／大沼枕山詩話　耳無草抜萃」と墨書されている。

41 楠荘三郎書入れ「下谷のはなし」抜刷合綴 大正13年（1924）頃か　1冊



29



Ⅲ　楠正三郎と枕山をめぐる考証

30

42 楠荘三郎編 大沼家伝来書籍目録　昭和14、15年（1939、40）頃　写1冊、罫紙3枚

　楠荘三郎によってまとめられた大沼家伝来の書籍の目録。昭和14、15年（1939、40）頃に作られたもの
ではないかと考えられる。50点あまりの書籍が記載されるが、なかでも、「論語二冊、孟子四冊、大学二
冊　大沼枕山鶴林相伝所蔵」「後藤点四書（大学二冊　孟子三冊　論語四冊）大沼枕山朱書入　二代鶴林
相伝　大沼正名秘蔵」など、枕山から伝えられた経書について記録されている点は注目される。

43 楠荘三郎編『上梓逸詩稿』大正・昭和期　写1冊

　楠荘三郎が編んだ鶴林、嘉年の漢詩・和歌集。荘三郎自身に送られた詩など、刊行あるいは公表されな
かった詩を中心に集めている。
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44 柳瀬道雄編『大沼家詩存』昭和期　写1冊

　本資料は、柳瀬道雄氏によって編纂された大沼枕山、鶴林の詩文集及び印譜であり、大沼千早氏のもと
に提出されたものである。柳瀬道雄氏は、福岡県久留米在住の文学研究者であるが、父の柳瀬劲介氏の代
から、家族ぐるみで、鶴林や荘三郎の家族と昵懇にしていたと考えられる。この詞華集の編纂もそのよう
な縁によるものであろう。枕山先生小照、目次、鶴林先生遺稿、芳樹夫人遺稿、枕山先生詩文拾遺、詞客
輓歌、鶴林先生年表、枕山先生年表、東京詞三十首、印譜（鶴林、枕山）によって構成されている。
　本資料の最も重要な達成は、詩集が編まれていない大沼鶴林についての詩を網羅的に収録している点で
あろう。ほぼ制作年の順に、約360首が収録されており、大沼枕山、長梅外、小菅揆一、市川湫村らの評
もあわせて記録されている。なお、若年期の詩については、「東遊詩一束」（明治16年頃）、「江都雑詠」、
「東海道中雑詠」、「病中諸作」（明治17、18年頃）、「南華雑詠」、「江都雑詠」、「南華雑詠」、「南岳評点詩
一束」（明治18年頃か）など、いくつかのまとまりに分かれており、おそらく鶴林の詩稿などに基づいて
編纂されたのであろう。
　鶴林と枕山の印譜も貴重なものである。収録された印について具体的に述べると、まず鶴林のものとし
て、「大沼氏」（白文方印）、「大沼善印」（白文方印）、「大沼鶴林」（白文方印）、「鶴林」（朱文方印）、「鶴
林」（朱文方印）、「字曰文淑」（朱文方印）、「山高水長」（白文長方印、関防印）、「大沼善」（白文方印）、
「西川善」（白文方印）、「坐忘」（白文長方印、関防印）、「鶴林」（朱文小方印）の印影が掲げられてい
る。また、枕山のものとして、「沼厚子寿」（白文方印）、「大沼厚字子寿」（白文方印）、「枕山」（白文方
印）、「沼厚」（白文小方印）、「人性善」（朱文方印）の印影が収録されている。特徴的な篆書で彫られた
「人性善」の印について、柳瀬は、一見、善次郎の名を持つ鶴林の印にも見えるが、楠荘三郎から、枕山
の印である旨を教えられたので、枕山のものとして収録した（「此ノ印、正済様ノ御話ニヨレバ、枕山先
生ノモノニシテ、鶴林先生ノ名ノ善トハ関係ナキ由ニ付、此処ニ竝ベマシタ」）と注記している。

各印影には、薄様の紙が貼られ、印影の写しやメモが記されている。
左右の写真は同一の頁。左側が薄様の紙をめくったもの。
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大
沼
枕
山
の
生
涯
と
文
事
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
娘
嘉か

ね年

と
女
婿
鶴か

く
り
ん林

、
ま
た
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
楠

く
す
の
き
し
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

荘
三
郎
に
つ
い
て
、
今
回
の
企
画
展
中
の
史
料
の
読
解

な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
中
心
に
述
べ
て
ゆ
く
。
な
お
、
大
沼
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

大
沼
千
早
氏
か
ら
の
詳
細
な
ご
教
示
が
あ
り
、
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
も
様
々
な
ご
示
唆
を
い
た
だ

い
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
図
録
所
収
の
資
料
に
言
及
す
る
際
に
は
、
墨
付
き
括

弧
で
番
号
を
記
し
た
。

１　

大
沼
鶴
林
の
青
年
時
代

　

後
に
大
沼
鶴
林
と
な
る
西
川
善
次
郎
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
に
明
石
藩
士
西
川
文

吉
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
鶴
林
自
身
の
履
歴
書
【
一
四
】
に
従
う
な
ら
ば
１
、
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）、
十
歳
の
頃
か
ら
、
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
ま
で
明
石
で
就
学
し
、
明
治
一
二
年

（
一
八
七
九
）
か
ら
同
一
四
年
（
一
八
八
一
）
ま
で
大
坂
に
出
て
、
藤
沢
南
岳
の
門
に
入
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
泊
園
書
院
の
学
徒
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
兵
庫
県
小
野
中
学
校
漢
学
教
員
と
し
て

勤
務
し
、
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
頃
ま
で
に
は
、
上
京
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
頃
の
鶴
林
と
強
い
関
係
を
持
つ
の
が
、『
蛍
雪
学
庭
志
叢
』
と
い
う
漢
詩
文
雑
誌
で
あ
る
。
こ

の
雑
誌
は
、
有
終
社
と
い
う
結
社
か
ら
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
鶴
林
は
、
創
刊
の
号
外
か
ら
文
章
を
投

稿
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
〇
号
の
頃
ま
で
、
播
磨
明
石
の
支
局
を
担
当
し
、
同
誌
巻
末
に
は
、
多
く

「
播
磨
明
石
当
津
村　

沢
田
善
次
郎
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
２
。
な
お
、
鶴
林
は
、
若
年
期
に
し
ば

し
ば
沢
田
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

上
京
後
、
ほ
ど
な
く
枕
山
の
も
と
に
寄
宿
し
、
詩
を
学
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
咸
宜
園
出

身
の
儒
者
で
あ
る
長
梅
外
か
ら
も
多
く
を
教
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
一
六
年

（
一
八
八
三
）
に
森
槐
南
が
増
補
刊
行
し
、
漢
詩
壇
で
話
題
と
な
っ
て
い
た
翁
方
綱
の
『
古
詩
平
仄

論
』
に
つ
い
て
、
鶴
林
は
、
梅
外
と
議
論
し
、
学
ぶ
必
要
の
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
で
意
見
が
一
致
し

た
と
述
べ
て
い
る
３
。

　

青
年
期
の
鶴
林
の
活
動
の
中
で
最
も
重
要
で
あ
る
の
は
、『
進
徳
雑
誌
』
【
一
七
】
の
刊
行
で
あ

る
。
こ
の
雑
誌
は
、
漢
詩
文
雑
誌
で
あ
り
、
主
と
し
て
、
名
家
の
作
品
と
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
青
年
詩
人

に
よ
る
投
稿
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
発
刊
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
鶴
林
自
身
が
、
後
に
著

わ
さ
れ
た『
増
補　

漢
学
知
要
』（『
漢
学
知
要
』
第
三
版
、
明
治
三
四
年
〈
一
九
〇
一
〉
刊
）
【
二
四
】

の
前
文
に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
鶴
林
は
、
明
治
一
〇
年
代
半
ば
、
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
に
、

漢
学
廃
止
を
主
張
す
る
議
論
が
掲
載
さ
れ
た
の
を
見
て
、「
東
台
山
下
黄
鶴
仙
史
」
の
名
で
反
論
し
、

数
度
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
出
来
事
を

契
機
に
、
漢
文
学
の
状
況
に
強
い
危
機
感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
以
文
会
友
社
と
い
う
組
織
を
作

り
、『
進
徳
雑
誌
』
の
編
集
を
企
図
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、

こ
の
『
増
補　

漢
学
知
要
』
中
の
文
章
の
一
部
で
あ
る
。

今
ヲ
距
ル
コ
ト
十
七
八
年
前
、
余
未
ダ
少
壮
英
気
勃
々
タ
ル
ノ
時
、
故
長
允
文
〔
筆
者
注　

梅

外
の
こ
と
〕
三
洲
父
子
・
中
村
正
直
諸
老
先
生
ト
曾
テ
胸
襟
ヲ
開
キ
テ
、
世
間
ノ
迂
儒
腐
儒
ガ

孔
孟
聖
賢
之
微
意
ヲ
存
セ
ル
所
ヲ
知
ラ
ズ
、
其
固
陋
迂
僻
ナ
ル
所
以
ヲ
痛
論
シ
テ
、
後
生
可
畏

ノ
励
言
ヲ
得
タ
リ
キ
。
当
時
是
等
ノ
村
学
究
者
流
ニ
警
醒
ヲ
与
ヘ
、
且
之
ガ
改
善
進
歩
ヲ
希
図

シ
テ
進
徳
雑
誌
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
発
行
シ
、
以
テ
大
ニ
斯
道
ノ
為
ニ
尽
瘁
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
、
少
小
ナ

ラ
ザ
リ
シ
也
。

　

鶴
林
は
、
長
梅
外
や
そ
の
息
子
の
三
洲
、
中
村
敬
宇
ら
と
議
論
し
、
当
時
の
儒
者
た
ち
の
固
陋
で

あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
に
、
『
進
徳
雑
誌
』
編
集
を
計
画
し
た
と
言
う
。
鶴
林

が
単
に
漢
学
の
重
要
性
を
訴
え
よ
う
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
時
代
に
合
っ
た
か
た
ち
で
、

漢
学
の
意
義
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
進
徳
雑
誌
』
は
一
年
あ
ま
り
、
号
数
に
し
て
二
〇
号
ほ
ど
続
い
た
。
そ
の
後
、
す
な
わ
ち
、
明
治

二
〇
年
頃
、
鶴
林
は
一
旦
大
阪
に
戻
り
、
一
時
は
進
徳
学
館
と
い
う
塾
を
経
営
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
藤
沢
南
岳
、
左
氏
珠
山
、
土
屋
鳳
州
、
近
藤
南
州
と
い
っ
た
大
阪
在
住
の
儒
者
た
ち
と

と
も
に
、
振
鐸
会
と
い
う
団
体
を
結
成
し
、
漢
学
振
興
の
た
め
に
活
動
し
た
と
言
う
。
そ
の
後
、
明

治
二
三
年
十
月
に
、
東
京
に
戻
り
、
嘉
年
と
結
婚
し
、
大
沼
家
の
養
子
と
な
っ
て
い
る
。

	

　

枕
山
の
志
を
継
ぐ
者
た
ち
―
大
沼
鶴
林・嘉
年
と
楠
荘
三
郎

 

合
山
林
太
郎

解
説

鶴林とひさ（明治23年〈1890〉7月）
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２　

嘉
年
と
鶴
林

　

枕
山
の
娘
嘉
年
に
つ
い
て
は
、
元
々
、
目
が
や
や
不
自
由
で
あ
っ
た
た
め
、
嘉
年
の
母
が
彼
女

に
琴
を
習
わ
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
、
し
か
し
、
結
局
、
漢
学
を
修
め
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
４
。
実
際
に
、
明
治
一
〇
年
代
に
お
い
て
、
彼
女
は
、
漢
詩
壇
に
そ
の
名

が
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
お
り
、
閨
秀
詩
人
の
詞
華
集
で
あ
る
『
日
本
閨
媛
吟
藻
』（
明
治
一
三
年

〈
一
八
八
〇
〉
刊
）【
三
七
】
や
、
新
進
の
詩
人
の
作
を
収
録
し
た
『
東
京
十
才
子
詩
』（
同
）
に
、
彼

女
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

若
年
期
の
嘉
年
と
鶴
林
と
の
間
の
交
流
が
う
か
が
え
る
も
の
に
、『
蛍
雪
学
庭
志
叢
』
八
一
号
（
明

治
一
八
年
五
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
鶴
林
の
「
墨
水
春
景
、
次
大
沼
芳
樹
女
史
韻
」
と
い
う
詩
が
あ

る
。
嘉
年
の
詩
の
韻
を
用
い
て
、
隅
田
川
の
春
景
色
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
鶴
林
が
枕
山
の
塾
に

起
居
し
て
い
た
頃
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。

　

不
負
花
之
江
戸
名
、
香
雲
堆
裏
報
春
晴
。
江
頭
随
処
酒
旗
盛
、
欸
乃
声
和
歌
舞
声
。

（
花
の
江
戸
の
名
に
負そ

む

か
ず
、
香
雲
堆
裏　

春
晴
を
報
ず
。
江
頭　

随
処　

酒
旗　

盛
ん
な

り
、
欸あ

い
だ
い乃
の
声
は
歌
舞
の
声
に
和
す
。）

　

詩
意
は
、
雲
の
よ
う
な
桜
の
花
霞
の
中
、
隅
田
川
の
ほ
と
り
に
は
、
酒
店
が
立
ち
並
び
、
船
歌

に
、
岸
辺
で
歌
い
舞
う
声
が
重
な
る
、
と
い
っ
た
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
「
花
の
お
江
戸
」
と
い
う
言

い
回
し
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
（
起
句
）、
表
現
に
や
や
和
習
が
認
め
ら
れ
る
が
、
竹
枝
詞
風
の
風
情
豊

か
な
詩
で
あ
り
、
鶴
林
の
才
気
が
う
か
が
え
る
。

　

鶴
林
が
、
嘉
年
と
結
婚
し
た
翌
年
、
明
治
二
四
年
（
一
八
九
一
）
に
、
枕
山
は
逝
去
し
た
。
こ
の

後
、
鶴
林
と
嘉
年
と
は
、
枕
山
の
文
学
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
る
。
ま
ず
、
嘉

年
は
枕
山
の
遺
稿
を
整
理
し
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
『
枕
山
先
生
遺
稿
』【
三
八
】
を
出
版
し

て
い
る
。
詩
稿
が
散
逸
し
、
詩
篇
の
順
序
が
整
っ
て
お
ら
ず
５
、
ま
た
、
十
分
な
校
閲
が
な
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
の
問
題
は
あ
る
が
、
枕
山
の
晩
年
の
詩
作
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
詩
集
で
あ
る
。

　

鶴
林
も
、
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
に
『
枕
山
先
生
遺
書　

詩
学
明
辨
』
【
一
九
】
を
刊
行
し
て

い
る
。
こ
の
書
は
、
実
際
に
は
、
中
国
・
日
本
の
儒
者
・
文
人
の
詩
論
か
ら
、
鶴
林
が
重
要
と
思
う
も

の
を
抜
萃
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
全
て
が
枕
山
の
説
で
占
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
枕
山
の
名
を
冠
す
る
の
は
、
枕
山
と
の
関
係
を
強
調
し
た
い
、
と
い

う
鶴
林
の
気
持
ち
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
三
〇
年
代
初
頭
に
お
い
て
、
鶴
林
は
、
漢
詩
人
と
し
て
も
、
一
定
の
評
価
を
得
て
い
た
。
詩

人
と
し
て
の
目
立
っ
た
業
績
と
し
て
、『
新
声
』
や
『
新
潮
』
に
お
い
て
、
漢
詩
欄
の
選
者
を
つ
と
め

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
新
声
』、『
新
潮
』
は
、
新
潮
社
の
創
始
者
で
あ
る
佐
藤
義
亮
が
刊
行
し
た

文
芸
雑
誌
で
あ
り
、
読
者
か
ら
投
稿
さ
れ
た
詩
歌
や
文
章
を
多
く
掲
載
し
、
そ
れ
が
人
気
を
集
め
て

い
た
。
こ
の
中
で
、
金
子
薫
園
の
和
歌
欄
、
河
東
碧
梧
桐
の
俳
句
欄
と
並
ん
で
、
漢
詩
欄
を
担
当
し

た
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
鶴
林
は
、
必
ず
し
も
漢
詩
欄
の
現
状
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
鶴
林

は
、
和
歌
や
俳
句
と
比
較
し
て
、
漢
詩
の
不
人
気
ぶ
り
は
明
瞭
で
あ
り
、
投
稿
さ
れ
て
く
る
作
も
少

な
く
、
そ
の
作
も
粗
野
な
も
の
が
多
い
と
嘆
い
て
い
る
６
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
鶴
林
は
、
し
だ
い
に

教
育
者
と
し
て
の
活
動
に
軸
足
を
移
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

３　

教
育
者
と
し
て
の
鶴
林

　

以
下
、
明
治
三
〇
年
代
を
中
心
と
し
て
、
中
年
以
降
の
鶴
林
の
活
動
と
、
家
族
の
足
跡
を
見
て
ゆ

く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

ま
ず
、
鶴
林
と
嘉
年
の
居
所
の
変
遷
を
辿
っ
て
ゆ
こ
う
。
彼
ら
は
、
枕
山
の
没
後
、
本
郷
周
辺
を

転
々
と
し
て
い
る
が
、
や
が
て
、
神
楽
坂
周
辺
に
居
を
構
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
明

治
二
〇
年
代
後
半
に
は
、
牛
込
区
箪
笥
町
三
十
二
番
地
（『
枕
山
先
生
遺
書　

詩
学
明
辨
』
奥
付
、
明

治
二
九
年
〈
一
八
九
六
〉）
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
後
、
三
〇
年
代
半
ば
に
は
、
牛
込

区
矢
来
町
山
里
百
四
号
（
再
刊
『
在
邇
録
』
奥
付
【
一
六
】、
明
治
三
四
年
〈
一
九
〇
一
〉）
や
同
甲
良

町
二
十
五
番
地
（
大
沼
義
塾
趣
意
書
【
二
九
】、
明
治
三
五
年
〈
一
九
〇
二
〉）
な
ど
の
住
所
が
確
認
で

き
る
。
明
治
三
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
牛
込
北
町
二
番
地
へ
と
転
居
し
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
鶴
林
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
時
期
を
、
漢
文
教
師
と
し
て
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
。

そ
の
様
子
を
履
歴
書
の
記
載
な
ど
に
し
た
が
っ
て
見
て
ゆ
く
と
、
ま
ず
、
明
治
二
三
、
二
四
年

（
一
八
九
〇
、
九
一
）
に
は
、
千
葉
県
の
市
川
に
あ
る
中
山
法
華
経
寺
の
檀
林
の
漢
学
教
師
と
な
っ

て
い
る
。
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
か
ら
三
二
年
（
一
八
九
九
）
ま
で
は
、
海
軍
予
備
校
の
漢
文
教
師晩年の嘉年（昭和6年〈1931〉5月）
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で
あ
っ
た
。
海
軍
予
備
校
は
、
海
軍
兵
学
校
や
海
軍
機
関
学
校
へ
の
入
学
を
希
望
す
る
学
生
の
通

う
学
校
で
あ
り
、
元
々
は
芝
に
あ
っ
た
が
、
後
に
麹
町
区
元
園
町
に
移
っ
て
い
る
。
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
以
降
、
神
田
区
猿
楽
町
に
あ
っ
た
順
天
中
学
に
勤
務
し
た
。
順
天
中
学
は
、
幕
末
・

明
治
期
の
数
学
者
で
あ
る
福
田
理
軒
が
設
立
し
た
順
天
求
合
社
を
母
胎
と
し
た
学
校
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
鶴
林
は
、
修
身
と
漢
文
の
両
方
を
担
当
し
て
い
る
。
晩
年
に
は
、
麻
布
畜
産
獣
医
学
校
に
も
奉

職
し
た
。

　

こ
う
し
た
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
鶴
林
は
い
く
つ
か
の
教
育
関
係
の
書
籍
を
編
纂
し
て
い
る
。
明
治

三
〇
年
（
一
八
九
七
）
に
は
、
自
ら
が
注
解
を
集
め
た
『
点
註
四
書　

論
語
読
本
』【
二
五
】
を
、
明

治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
、『
漢
文
異
采
』
や
『
続
漢
文
異
采
』【
二
六
】
と
い
っ
た
漢
文
教
科
書

を
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
述
は
、
漢
文
教
師
と
し
て
の
彼
の
声
価
を
高
め
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
鶴
林
は
、
勤
務
校
と
は
別
に
、
自
身
で
漢
学
塾
を
経
営
し
て
も
い
る
。
明
治
三
三
年

（
一
九
〇
〇
）
の
頃
か
ら
、
大
沼
義
塾
と
呼
ぶ
学
舎
を
開
き
、
学
生
を
寄
宿
さ
せ
て
教
育
に
あ
た
っ

た
。
ま
た
、
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
頃
に
は
、
牛
込
漢
文
学
会
を
開
き
、
近
隣
の
学
徒
に
対
し
て

漢
学
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
、
鶴
林
に
と
っ
て
、
枕
山
は
、
若
者
を
善
く
導
く
理
想
の
教
育
者
と
し
て
映
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
大
沼
義
塾
の
趣
意
書
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（【
三
一
】

【
三
二
】）。

且
余
自
ラ
量
ラ
ズ
、
性
行
ノ
高
潔
、
詩
道
ノ
泰
斗
以
テ
天
下
ニ
鳴
リ
シ
、
先
師
大
沼
枕
山
先
生

ノ
箕
裘
ヲ
襲
グ
ヲ
以
テ
、
励
精
一
番
、
益
々
学
徳
ヲ
修
養
シ
、
善
ク
先
師
ノ
遺
志
ヲ
紹
ギ
テ
後

進
子
弟
ヲ
薫
陶
ス
ル
ヲ
以
テ
己
ノ
任
ト
為
シ
、
敢
テ
家
声
ヲ
墜
サ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
誓
ヘ
リ
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
教
育
に
奮
励
す
る
自
ら
の
姿
を
、
枕
山
の
遺
志
の
実
現
と
考
え
、
自
身
の
活
動
の

意
義
を
見
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
看
取
さ
れ
る
。

４　

鶴
林
の
明
治
社
会
へ
の
眼
差
し

　

以
上
の
よ
う
に
、
鶴
林
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
彼
は
い
か
な
る
信
条
を
持
ち
、
明

治
の
社
会
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

鶴
林
の
思
考
の
一
つ
の
柱
は
、
国
家
へ
の
信
頼
と
そ
の
発
展
の
希
求
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
鶴

林
が
若
年
期
に
草
し
た
「
祝
学
庭
志
叢
発
兌
」（『
蛍
雪
学
庭
志
叢
』
創
刊
の
号
外
〈
明
治
一
四
年

〈
一
八
八
一
〉
一
一
月
〉
に
投
じ
た
文
章
）
に
は
、「
抑ソ

モ
ソ

モ
文
学
ノ
興
廃
ハ
天
下
ノ
治
乱
ト
世
運
ノ
隆
盛

ト
ニ
依
テ
互
ニ
相
引
摂
ス
ル
者
ナ
リ
。
故
ニ
天
下
能
ク
治
マ
リ
世
運
隆
盛
ナ
レ
バ
文
学
興
ラ
ザ
ル
ハ

ナ
シ
」
な
ど
と
、
文
学
の
隆
盛
と
国
家
の
発
展
と
を
結
び
付
け
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
考
え
方
の
も
と
、
鶴
林
は
、
文
学
を
興
す
た
め
に
は
教
育
が
重
要
で
、
学
校
や
詩
文
雑
誌
な
ど
の

役
割
が
き
わ
め
て
大
き
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
家
へ
の
意
識
は
、
実
作
に
お
い
て
も
表

れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、「
国
体
短
古
」（『
新
声
』
四
巻
一
号
〈
明
治
三
一
年
一
月
〉）
な
ど
の
、
日
本

の
国
力
充
実
や
そ
の
独
自
の
国
の
成
り
立
ち
を
賛
美
す
る
詩
が
作
ら
れ
て
い
る
。

　

同
時
に
、
鶴
林
は
、
人
々
の
道
徳
心
に
対
し
て
常
に
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
と
く
に
中
年
以
降
、

鶴
林
は
、
青
年
層
の
精
神
が
荒
廃
し
て
い
る
と
感
じ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
見
た
大
沼

義
塾
設
立
趣
意
書
に
お
い
て
も
、
鶴
林
は
、「
今
ヤ
我
国
文
運
隆
盛
ニ
シ
テ
教
育
既
ニ
普
及
セ
ザ
ル
ニ

非
ズ
。
学
術
亦
進
歩
セ
ザ
ル
ニ
非
ズ
。
然
ル
ニ
何
ゾ
ヤ
、
反
テ
近
来
学
生
ノ
風
紀
大
ニ
壊
頽
シ
其
品

行
ノ
陋
醜
実
ニ
公
言
ス
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ツ
テ
存
ス
」
と
述
べ
、
明
治
の
社
会
は
、
知
識
の
発

達
と
比
較
す
る
と
、
道
徳
心
の
涵
養
が
十
分
に
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
時
の
青
年
た
ち
の
風
紀
が
乱

れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
是
正
の
た
め
、
自
身
は
塾
を
興
す
の
だ
と
主
張
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
間
の
道
徳
心
に
対
す
る
関
心
が
、
最
も
先
鋭
的
に
表
出
さ
れ
た
の
が
、「
塩
車
行
」

と
い
う
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
は
、「
国
体
短
古
」
と
同
じ
『
新
声
』
四
巻
一
号
（
前
出
）
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
同
じ
作
が
、
よ
り
詳
細
な
題
と
と
も
に
、
柳
瀬
道
雄
氏
の
編
ん
だ
『
大
沼
家
詩
存
』

【
四
四
】
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
大
沼
家
詩
存
』
中
の
記
述
に
よ
れ
ば
７
、
詩
は
、
明
治
二
四

年
（
一
八
九
一
）
一
二
月
一
九
日
に
、
研
学
会
の
片
渕
琢
が
、
麹
町
の
弁
慶
坂
に
お
い
て
荷
車
を
押
し

て
い
た
際
の
出
来
事
に
つ
い
て
詠
っ
て
い
る
。
片
渕
ら
が
重
た
い
荷
車
を
押
し
て
い
た
が
、
荷
が
重

い
の
で
転
覆
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
多
く
の
通
行
人
が
冷
笑
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
な
か
、
一
人
の
少

女
が
駆
け
寄
り
、
車
を
押
す
の
を
手
伝
っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
話
を
片
渕
か
ら
聞
い
た
鶴
林
は
そ
の
情
景
を
全
三
十
二
韻
の
古
詩
に
ま
と
め
た
。
転
倒
し
そ

う
な
荷
車
を
少
女
が
助
け
る
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
（
一
七
～
二
四
韻
）。

積
載
薪
与
炭
、
推
挽
志
愈
堅
。
曾
出
麹
街
坂
、
凸
凹
車
欲
転
。

傍
観
多
少
客
、
冷
然
無
救
旃
。
不
図
一
学
女
、
繊
手
太
周
旋
。

君
亦
得
気
力
、
人
車
纔
安
全
。
喜
極
垂
感
涙
、
謝
恩
辞
万
千
。

慇
懃
問
名
姓
、
悠
然
去
翩
翩
。
想
是
陰
徳
志
、
足
称
濁
世
蓮
。

（
薪
と
炭
と
を
積
載
し
、
推
挽
す
る
に　

志
は
愈い

よ
い

よ
堅か

た

し
。
曾す

な
は

ち
麹
街
の
坂
に
出
て
、
凸
凹　

車　

転
ば
ん
と
欲
す
。
傍
観
す　

多
少
の
客
、
冷
然
と
し
て
旃こ

れ

を
救
ふ
こ
と
無
し
。
図
ら
ず
も

　

一
学
女
、
繊
手
も
て
太は

な
は

だ
周
旋
す
。
君　

亦
た
気
力
を
得
て
、
人
車　

纔わ
づ

か
に
安
全
た
り
。

喜
び
極
り
て　

感
涙
を
垂
る
、
恩
を
謝
す　

辞
は
万
千
。
慇
懃
に
名
姓
を
問
へ
ば
、
悠
然
と
し

て
去
る
こ
と
翩
々
た
り
。
想
ふ
に
是
れ
陰
徳
の
志
、
称
す
る
に
足
る　

濁
世
の
蓮
と
。）

　

こ
こ
で
言
う
「
君
」
は
、
片
渕
の
こ
と
。
少
女
の
助
け
に
よ
っ
て
、
片
渕
が
気
力
を
取
り
戻
し
た

こ
と
や
、
片
渕
が
感
激
と
と
も
に
涙
を
流
し
な
が
ら
礼
を
言
う
様
が
、
印
象
的
に
描
か
れ
て
い
る
。

詩
の
末
尾
に
お
い
て
、
鶴
林
は
、
こ
の
少
女
は
ま
だ
幼
い
が
、
そ
の
勇
気
は
、
年
長
者
に
も
劣
ら
な

い
と
主
張
し
、
藤
田
東
湖
が
文
天
祥
の
詩
に
倣
っ
て
言
う
と
こ
ろ
の
「
正
気
」
が
、
こ
の
少
女
を
通

し
て
現
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
説
い
て
い
る
。
社
会
に
お
け
る
人
情
の
機
微
を
詠
じ
た
作
は
、
枕
山
に

も
多
い
が
、
こ
の
詩
な
ど
は
そ
れ
を
巧
み
に
発
展
さ
せ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
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５　

楠
荘
三
郎
に
よ
る
枕
山
の
顕
彰

　

鶴
林
の
娘
ひ
さ
と
結
婚
し
た
楠
荘
三
郎
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
な
史
料
の
分
析
が
で
き
て
い
な

い
。
そ
の
詳
細
な
考
察
は
、
別
の
機
会
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
概
略
の
み
を
簡
潔
に
記
し
た
い
。

　

楠
荘
三
郎
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
秋
田
県
由
利
郡
親
川
村
に
生
ま
れ
、
若
き
日
に
鶴

林
の
塾
で
学
ん
だ
と
言
う
８
。
荘
三
郎
は
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
四
月
に
大
沼
鶴
林
の
長
女
ひ
さ

と
結
婚
し
て
い
る
。
枕
山
の
家
を
継
ぐ
と
い
う
意
識
は
、
荘
三
郎
も
強
く
持
っ
て
い
た
が
、
自
身
の

生
家
で
あ
る
楠
家
の
後
継
者
が
早
く
亡
く
な
っ
た
た
め
、
楠
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
治
四
〇
年
代
の
荘
三
郎
は
、
仕
事
の
た
め
、
平
壌
や
京
城
と
日
本
と
を
行
き
来
す
る
生
活
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
鉄
道
局
に
勤
め
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
九
月

二
十
六
日
に
、
書
記
か
ら
副
参
事
へ
と
昇
進
し
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
八
月
十
四
日
に

辞
職
願
を
出
し
、
同
二
十
八
日
に
職
を
解
く
旨
、
辞
令
が
下
り
た
９
。

　

荘
三
郎
は
、
嘉
年
ら
と
一
緒
に
一
家
を
構
え
、
初
め
は
先
に
述
べ
た
牛
込
北
町
の
住
居
に
住
ん
で

い
た
が
、
後
に
麹
町
区
下
六
番
町
一
三
番
地
に
屋
敷
を
構
え
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
に
生
ま
れ
た
息
子
の
正
名
に
大
沼
家
を
継
が
せ
た
い
と
考
え
、
そ
の
将
来
に
期
待
を

か
け
た
。
枕
山
関
係
の
資
料
の
中
に
は
、
正
名
の
所
有
を
示
す
書
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
（【
四
一
】）。
こ
れ
ら
は
、
み
な
荘
三
郎
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
。
し
か

し
、
正
名
は
、
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
七
月
に
、
一
八
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
荘
三
郎
は
非
常
に
落
胆
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
荷
風
が
、「
下
谷
の
は
な
し
」

執
筆
の
た
め
、
嘉
年
や
ひ
さ
、
荘
三
郎
ら
が
住
む
下
六
番
町
の
家
を
訪
れ
る
の
は
、
正
名
の
没
後
約

二
か
月
半
の
後
で
あ
る
。
後
に
荘
三
郎
は
、
荷
風
の
「
下
谷
の
は
な
し
」
を
抜
粋
し
、
コ
メ
ン
ト
を

付
し
て
い
る
が
【
四
一
】、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

鉄
道
局
を
退
職
し
た
後
、
荘
三
郎
は
、
気
候
の
穏
や
か
な
静
岡
県
の
興お

き
つ津

（
興
津
中
宿
八
五
番

地
）
に
居
を
構
え
た
。
こ
の
風
光
明
媚
の
地
に
お
け
る
、
引
退
後
の
静
か
な
生
活
の
中
で
、
彼
は
、

大
沼
家
に
伝
わ
る
書
籍
を
整
理
し
、
詩
文
稿
や
書
籍
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
な
ど
に
注
釈
を
付
け
て

い
っ
た
（【
三
五
】【
三
九
】）。
今
日
、
研
究
が
可
能
な
か
た
ち
で
、
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
荘
三
郎
の
考
証
作
業
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。

１　

こ
の
履
歴
書
は
、
他
の
資
料
と
記
述
が
食
い
違
う
部
分
も
あ
る
が
（
解
題
参
照
）、
今
は
仮
に
従
っ
て
お
く
。

２　

ほ
か
に
『
蛍
雪
学
庭
志
叢
』
第
三
号
（
明
治
一
五
年
一
月
）
に
、
漢
文
「
交
信
論
」
を
沢
田
善
次
郎
の
名
で
投
稿
し
て
い
る
。

３　

 

『
枕
山
先
生
遺
書　

詩
学
明
辨
』（
六
二
頁
）
に
「
但
清
人
ノ
初
メ
テ
古
平
仄
論
ア
リ
シ
ヨ
リ
、
本
邦
一
二
ノ
人
其
顰
ニ
倣
ヒ
平

仄
一
定
ヲ
論
ズ
ル
コ
ト
ア
リ
タ
レ
ド
モ
未
ダ
一
ヲ
知
テ
二
ヲ
知
ラ
ザ
ル
、
徒
ニ
シ
テ
妄
ニ
従
フ
可
ラ
ズ
。
余
嘗
テ
長
梅
外
先
生

ト
談
偶
マ
平
仄
論
ニ
及
デ
一
笑
ニ
付
シ
タ
リ
キ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

４　
『
漢
詩
人
た
ち
の
手
紙
―
大
沼
枕
山
と
嵩
古
香
』
（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
四
年
、
二
一
八
頁
）。

５　

 

『
枕
山
先
生
遺
稿
』
の
巻
頭
に
は
、「
三
編
以
後
、
詩
篇
散
逸
、
十
不
存
一
。
頃
者
捜
索
故
縁
、
随
得
随
録
。
故
無
序
次
、
而
不

記
干
支
也
（
三
編
以
後
、
詩
篇
は
散
逸
し
、
十
に
一
も
存
せ
ず
。
頃こ

の
ご
ろ者

、
故
縁
を
捜
索
し
、
得
る
に
随
ひ
て
随
録
す
。
故
に
序

次
無
く
し
て
、
干
支
を
記
さ
ざ
る
な
り
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

６　

 

『
新
声
』（
四
巻
二
号
、
明
治
三
三
年
八
月
）
の
漢
詩
欄
に
お
い
て
、
鶴
林
は
、「
頃
漢
詩
欄
寂
寥
不
振
之
声
、
頻
伝
耳
朶
。
選
者

固
不
得
免
其
実
也
。
然
復
有
不
得
不
為
之
辨
者
存
焉
。
毎
其
所
寄
詩
稿
、
比
之
他
欄
、
則
不
過
三
分
之
一
、
蓋
似
有
難
易
。
然

而
除
十
数
人
之
外
、
多
是
漫
然
下
筆
不
敢
費
工
夫
。
甚
則
不
成
詩
稿
、
或
平
仄
訛
誤
（
下
略
）（
頃
こ
の
ごろ

、
漢
詩
欄
の
寂
寥
不
振

の
声
、
頻
り
に
耳
朶
に
伝
は
る
。
選
者
は
固
よ
り
其
の
実
を
免
る
る
を
得
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
復
た
之
が
為
に
辨
ぜ
ざ
る
を

得
ざ
る
も
の
の
存
す
る
有
り
。
毎
に
其
の
寄
す
る
所
の
詩
稿
、
之
を
他
欄
に
比
す
れ
ば
、
則
ち
三
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
蓋
し
難

易
有
る
に
似
た
り
。
然
れ
ど
も
十
数
人
を
除
き
て
の
外
、
多
く
は
是
れ
漫
然
と
筆
を
下
し
、
敢
て
工
夫
を
費
や
ざ
る
も
の
な

り
。
甚
し
き
は
則
ち
詩
稿
を
成
さ
ず
、
或
ひ
は
平
仄
訛
誤
す
（
下
略
））」
と
述
べ
て
い
る
。

７　

 

『
大
沼
家
詩
存
』
所
収
の
詩
の
題
は
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
で
始
ま
っ
て
い
る
。「
明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
、
自
活
研

学
会
々
主
片
渕
琢
君
、
躬
自
与
会
員
北
風
辰
雄
君
車
載
薪
炭
、
而
二
人
推
挽
将
登
麹
街
辨
慶
坂
急
。
力
不
堪
其
重
、
気
竭
勢

窮
。
誤
一
歩
、
則
覆
車
傷
人
可
知
耳
（
明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
、
自
活
研
学
会
の
会
主
片
渕
琢
君
、
躬み
づ
か自

ら
会
員
の
北

風
辰
雄
君
と
薪
炭
を
車
載
し
、
二
人
し
て
推
挽
し
て
将
に
麹
街
の
弁
慶
坂
の
急
な
る
を
登
ら
ん
と
す
。
力
、
其
の
重
き
に
堪

ず
し
て
、
気
竭つ

き
勢
窮
ま
る
。
一
歩
を
誤
れ
ば
、
則
ち
覆
車
し
て
人
を
傷
そ
こ
なふ
こ
と
知
る
べ
き
の
み
。）」

８　

 
荘
三
郎
の
事
跡
は
、
大
沼
家
に
伝
わ
る
複
数
の
資
料
及
び
大
沼
千
早
氏
の
ご
教
示
に
基
づ
く
。
本
節
に
お
い
て
注
記
の
な
い

も
の
は
す
べ
て
同
様
で
あ
る
。

９　

 

国
立
公
文
書
館
、
任
免
裁
可
書
任
免
裁
可
書
・
昭
和
十
年
・
任
免
巻
六
十
六
「
鉄
道
局
副
参
事
楠
荘
三
郎
免
官
」（
任
Ｂ

02008100

）
に
よ
る
。

附
記　

 

本
文
中
に
掲
載
し
た
写
真
は
す
べ
て
大
沼
千
早
氏
ご
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
大
沼

宜
規
氏
の
講
演
資
料
「
来
簡
に
み
る
大
沼
枕
山
と
そ
の
継
嗣
鶴
林
―
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
「
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資

料
」
を
も
と
に
―
」
（
二
〇
一
九
年
二
月
二
日
、
台
東
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
企
画
展
「
幕
末
・
明
治
の
漢
詩
人
大
沼
枕

山
」
ト
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト
）
よ
り
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

若き日の楠荘三郎
（明治37年〈1904〉10月、成城高等学校在学中）
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〈
参
考
資
料
〉

『
永
井
荷
風
全
集
』
第
15
巻
（
岩
波
書
店
、「
下
谷
の
は
な
し
」『
改
訂　

下
谷
叢
話
』
を
収
録
）

木
下　

彪
『
明
治
詩
話
』（
文
中
堂
、
一
九
四
三
年
、
二
〇
一
五
年
に
岩
波
文
庫
に
収
録
）

『
漢
詩
人
大
沼
枕
山
の
世
界
―
十
九
世
紀
後
半
の
江
戸
詩
壇
』（
福
生
市
郷
土
資
料
室
、
一
九
八
八
年
）

日
野
龍
夫
『
江
戸
詩
人
選
集　

第
十
巻　

成
島
柳
北
・
大
沼
枕
山
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

『
漢
詩
人
た
ち
の
手
紙
―
大
沼
枕
山
と
嵩
古
香
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
四
年
）

『
台
東
区
の
文
化
財
保
護
』
第
２
集
（
一
九
九
八
年
三
月
、
と
く
に
「
大
沼
枕
山
墓
」
の
項
）

『
大
沼
枕
山
来
簡
集
』
（
福
生
市
郷
土
資
料
室
、
一
九
八
八
年
）

内
田
賢
治
『
大
沼
枕
山
逸
事
集
成
』（
大
平
書
屋
、
二
〇
一
四
年
）

前
田　

愛 

『
幕
末
・
維
新
期
の
文
学
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
年
、
と
く
に
「
枕
山
と
春
濤
―
明
治
初
年
の
漢
詩

壇
」）

今
関
天
彭 

「
大
沼
枕
山
」（『
書
菀
』
四
巻
一
号
、
一
九
三
四
年
、
後
、『
江
戸
詩
人
評
伝
集
二
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
に

所
収
）

塩
崎
文
雄
「『
下
谷
叢
話
』
考
（
二
）
―
依
拠
資
料
の
考
察
を
中
心
に
―
」『
広
島
女
学
院
大
論
集
』
22
号
、
一
九
七
二

年
、
連
載
有
り
）

安
田
吉
人
「
明
治
期
の
大
沼
枕
山
」（『
地
方
史
研
究
』
41
巻
６
号
、
一
九
九
一
年
）

安
田
吉
人
「
漢
詩
人
大
沼
枕
山
の
生
涯
」（『
調
布
日
本
文
化
』
５
号
、
一
九
九
五
年
）

大
沼
千
早
「
枕
山
先
生
の
こ
と
〈
続
〉
の
ぼ
り
旗
」『
游
星
』
10
巻
１
号
（
通
巻
16
号
）（
一
九
九
六
年
、
連
載
有
り
）

鷲
原
知
良
「
大
沼
枕
山
の
剣
南
体
」（『
待
兼
山
論
叢
』
27
号
、
一
九
九
三
年
）

鷲
原
知
良
「
大
沼
枕
山
の
太
平
頌
述
―
幕
末
文
人
の
理
想
世
界
」（『
江
戸
文
学
』
18
号
、
一
九
九
七
年
）

斎
田
作
楽
「「
東
京
詞
」
と
『
皇
朝
分
類
名
家
絶
句
』」（
『
太
平
詩
文
』
６
号
、
一
九
九
七
年
）

福
井
辰
彦
「
改
作
の
あ
と
さ
き
―
『
下
谷
の
は
な
し
』
か
ら
『
下
谷
叢
話
』
へ
」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
11
号
、

二
〇
〇
四
年
）

濱　

久
雄
「
大
沼
枕
山
の
詩
風
と
そ
の
詠
史
詩
」（『
東
洋
研
究
』
１
６
５
号
、
二
〇
〇
七
年
）

内
田
賢
治
「
大
沼
枕
山
自
筆
詩
稿
『
枕
山
随
筆
』
に
つ
い
て
」（『
太
平
詩
文
』
40
号
、
二
〇
〇
八
年
）

鷲
原
知
良
「
明
治
期
の
大
沼
枕
山
に
つ
い
て
―
『
明
治
名
家
詩
選
』
を
中
心
に
」（『
国
文
学
―
解
釈
と
鑑
賞
』
73
巻
10

号
、
二
〇
〇
八
年
）

郭　
　

穎
「『
東
瀛
詩
選
』
に
お
け
る
兪
樾
の
修
改
― 

大
窪
詩
仏
・
大
沼
枕
山
の
所
収
詩
に
つ
い
て
」（『
中
国
中
世
文
学

研
究
』
53
号
、
二
〇
〇
八
年
）

内
田
賢
治
「
大
沼
枕
山
自
筆
詩
稿
『
己
亥
年
枕
山
遺
稿
』
に
つ
い
て
」『
太
平
詩
文
』
49
号
、
二
〇
一
一
年
）

内
田
賢
治
「
天
保
十
年
の
大
沼
枕
山
」
『
太
平
詩
文
』
50
号
、
二
〇
一
一
年
）

内
田
賢
治
「『
枕
山
詩
鈔
』
の
版
木
及
び
本
文
校
訂
」『
太
平
詩
文
』
62
号
、
二
〇
一
四
年
）

合
山
林
太
郎
『
幕
末
・
明
治
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
文
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四
年
）

徳
田　

武
「
大
沼
枕
山
伝
補
遺
―『
下
谷
叢
話
』
補
遺
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
４
９
９
号
、
二
〇
一
四
年
）

詹　

満
江
「
大
沼
枕
山
江
戸
時
代
末
期
の
詠
史
詩
に
つ
い
て
」（『
杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
27
号
、
二
〇
一
五
年
）

池
澤
一
郎
「
大
沼
枕
山
と
蘇
軾 

―
大
沼
枕
山
の
追
次
韻
詩
論
―
」（『
明
治
大
学
教
養
論
集
』
５
１
５
号
、
二
〇
一
六
年
）

池
澤
一
郎
「
木
下
周
南
の
選
ん
だ
大
沼
枕
山
の
漢
詩
」（『
斯
文
』
１
３
１
号
、
二
〇
一
七
年
）

鷲
野
正
明
「
大
沼
枕
山
『
江
戸
名
勝
詩
』
の
「
視
点
」
と
「
視
線
」
―
「
天
地
人
間
素
朴
の
心
」」（『
斯
文
』
１
３
１
号
、

二
〇
一
七
年
）

「
第
52
回
貴
重
書
等
指
定
委
員
会
報
告　

新
た
な
貴
重
書
の
ご
紹
介
―
［
大
沼
枕
山
・
鶴
林
関
係
資
料
］」（『
国
立
国
会
図

書
館
月
報
』
６
７
５
、
６
７
６
号
、
二
〇
一
七
年
）

大
村
和
人
「
大
沼
枕
山
の
作
品
に
お
け
る
陶
淵
明
像
と
『
歷
代
詠
史
百
律
』
の
性
質
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
14
号
、

二
〇
一
九
年
）

◎
大
沼
枕
山
は
、
江
戸
の
漢
詩
人
の
中
で
、
最
も
人
気
の
あ
る
存
在
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
枕
山
関
係
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
数
の
多
さ

な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
た
だ
、
枕
山
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
多
く
の
資
料

が
残
っ
て
お
り
、
な
お
多
く
の
こ
と
が
分
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
◎
大
沼
鶴

林
と
嘉
年
、
楠
荘
三
郎
に
つ
い
て
は
、
枕
山
研
究
、
近
代
漢
文
学
研
究
の
い
ず
れ
の
点
か
ら
も
興
味

深
い
存
在
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
状
態
で
す
。
◎
今
回
、
大
沼

千
早
氏
に
よ
っ
て
寄
託
さ
れ
た
資
料
は
、
断
片
的
な
詩
文
稿
や
メ
モ
な
ど
も
多
く
、
全
体
の
調
査
完

了
に
つ
い
て
は
、
な
お
時
間
を
要
し
ま
す
。
今
回
の
企
画
展
示
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
が
、
研
究

上
い
か
に
大
き
な
価
値
を
持
つ
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
図
の
も
と
、
44
点
の
書
幅
、
書
籍
、

詩
文
稿
、
書
簡
な
ど
に
解
説
を
付
し
ま
し
た
。
◎
調
査
は
、
資
料
を
読
解
す
る
と
と
も
に
、
二
度
、

大
沼
千
早
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
の
来
歴
な
ど
に
つ
い
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
◎
資

料
の
解
読
や
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
町
泉
寿
郎
、
堀
川
貴
司
、
福
島
理
子
、
新
稲
法
子
、
大
沼
宜

規
、
出
口
智
之
、
多
田
蔵
人
の
諸
先
生
の
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
松
学
舎
大
学
・
東
ア

ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
多
く
の
ご
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
◎
こ
の
ほ
か
、
枕
山
と
荷
風
の
問
題
に
つ
い
て
、
と
も
に
考
え
て
く
れ
た
慶
應

義
塾
大
学
文
学
部
二
〇
一
八
年
度
国
文
学
演
習
の
参
加
者
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
合
山
林
太
郎
）
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